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三
六
　
大
伴
兼
武
書
翰

〔
明
治
四
年
〕
十
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
程
カ
一

打
絶
久
く
不
奉
伺
御
左
右
候
所
、
益
　
御
清
稜
、
近
日
弥
御
昇
進
、
恐
悦
至
極

奉
存
侯
、
為
御
悦
早
速
参
殿
可
仕
候
所
、
開
墾
芳
取
紛
、
失
敬
之
段
平
御
海
恕

可
被
下
候
、
扱
卑
僕
事
爾
来
僕
々
只
管
消
光
罷
在
申
候
、
當
時
者
東
京
府
九
等

官
奉
職
仕
、
難
有
事
ホ
ハ
御
坐
候
得
共
、
一
躰
卑
僕
事
ハ
久
老
、
寸
功
を
建
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
貰
カ
一

天
下
ホ
大
喜
を
布
度
心
願
、
干
今
母
徹
不
仕
、
残
念
至
極
ホ
御
坐
候
、
公
之
御

鶴
聲
を
以
、
今
一
磨
要
路
ホ
出
て
、
従
来
之
宿
志
を
遂
度
、
卑
僕
曾
て
奥
羽
之

間
ホ
住
居
、
土
地
之
形
勢
、
緯
度
方
位
井
物
産
之
得
失
と
少
々
心
得
も
御
座
候

付
、
今
度
正
院
ホ
於
て
地
理
御
編
集
之
由
、
可
相
成
ハ
卑
僕
を
奥
羽
之
問
ホ
被

遣
両
国
地
理
誌
を
記
載
方
御
委
任
御
座
候
様
仕
度
、
然
る
上
ハ
奥
末
之
巨
村
牛

馬
金
銀
銅
鉄
海
物
ハ
勿
論
、
米
萩
山
の
高
低
、
地
之
遠
近
、
民
事
之
緩
急
等

夫
々
取
調
、
只
管
御
国
益
方
一
ホ
相
成
候
様
勉
強
仕
度
、
願
ハ
老
後
之
残
懐
御

憐
察
被
下
、
右
事
業
歎
又
ハ
八
丈
島
々
開
墾
等
之
事
江
御
用
被
下
候
様
　
公
よ

り
三
條
大
君
へ
御
申
立
被
下
、
今
一
鷹
世
ホ
出
候
様
御
周
旋
之
程
、
伏
奉
願
上

候
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
首
百
拝

　
　
十
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
伴
兼
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
具

　
江
藤
公

　
　
　
閣
下
侍
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
七
㎝
団
0
／
3
－
1
0
6
一



舛

三
七
　
大
浜
正
寿
書
翰

1
　
明
治
六
年
一
一
一
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
縣
貫
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
安
正

右
之
者
御
採
用
相
成
候
二
付
、
差
支
無
之
候
ハ
・
本
日
出
頭
為
致
候
様
、
御
達

有
之
、
取
調
候
鹿
、
出
京
滞
在
中
之
人
名
二
者
勿
論
、
當
縣
貫
属
之
内
二
者
差

向
相
見
不
申
、
白
然
改
名
致
し
候
歎
、
又
者
子
弟
厄
介
之
内
二
も
可
有
之
哉
、

今
一
磨
御
取
調
御
達
有
之
候
様
仕
度
、
此
段
申
上
候
也

　
　
明
治
六
年
三
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
静
岡
縣
少
属
大
濱
正
壽
㊥

　
司
法
大
小
丞

　
　
　
　
　
御
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
一
八
㎝
　
団
0
1
3
－
1
0
7
）

　
　
編
者
註

　
　
①
本
書
翰
は
静
岡
県
十
六
行
罫
紙
。
書
翰
右
肩
に
「
島
本
」
の
押
印
あ
り
。
島

　
　
　
本
は
、
司
法
大
丞
の
島
本
仲
道
。

三
八
　
大
原
重
実
書
翰

1
　
明
治
五
年
十
月
十
八
日

一
巻
封
一
「
江
藤
司
法
卿
殿

大
原
重
実
」

明
十
九
日
夕
五
字
半
、
於
延
遼
館
魯
國
親
王
封
食
被
致
度
旨
二
付
、
右
刻
限
同

館
へ
御
越
有
之
度
、
此
段
申
進
候
也

　
　
壬
申

　
　
　
十
月
十
八
日

（
一
枚
一
八
㎝
四
0
1
3
－
1
0
8
一

編
者
註

①
大
原
重
実
二
八
三
一
一
丁
一
八
七
七
一
は
大
原
重
徳
の
子
。
明
治
五
年
外
務

　
省
六
等
出
仕
、
同
年
六
月
二
日
魯
国
王
子
接
待
御
用
掛
。

②
延
遼
館
は
浜
離
宮
に
あ
っ
た
迎
賓
館
。

③
魯
國
親
王
は
、
ロ
シ
ア
国
皇
子
ア
レ
キ
シ
ス
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ウ
イ
ッ
チ

　
親
王
。
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
ニ
世
の
第
三
皇
子
。
世
界
周
航
の
た

　
め
、
欧
州
各
国
、
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
州
を
経
て
、
イ
ン
ド
洋
に
出
、

　
支
那
海
に
入
り
、
ロ
シ
ア
領
を
巡
察
す
る
途
中
に
来
朝
。

三
九
　
大
村
益
次
郎
書
翰

1
　
〔
慶
応
四
年

（
巻
封
）

月
〕
八
日

長
谷
川
二
左
衛
門
様

「

江
藤
新
平
様

駿
東
十
一
二
州

　
高
百
九
万
三
千
余

　
　
右
者
御
支
配
地

此
収
納

大
村
益
次
郎
」
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四
十
五
万
千
百
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
斗
五
升
入

　
　
此
俵
百
廿
八
万
八
千
八
百
拾
五
俵

　
　
　
内

　
　
廿
八
万
余
水
損
ト
見
テ

差
引

　
百
万
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
一
俵
二
両
三
分

　
　
此
代
二
百
七
十
五
万
両

同
塵
下
領

　
高
凡
百
八
十
八
万
余

　
　
内

　
半
　
　
　
本
領
安
堵
井
水
損

　
半
　
　
　
御
収
納

凡
九
十
四
万
石
　
四
ツ
物
成

　
此
収
納

　
三
拾
七
万
六
千
石

　
此
俵
百
七
万
四
千
二
百
八
十
二
俵

　
　
此
代
金
二
百
九
十
五
万
四
千
両

　
合
五
百
七
十
万
両

如
貴
命
最
早
今
日
ハ
タ
景
二
茂
相
成
候
間
、
明
朝
二
而
宜
敷
候
間
、
可
然
其
筋

江
御
沙
汰
可
被
成
下
候
、
明
民
政
局
江
請
取
人
可
差
遣
候
、
毎
々
磨
報
御
手
数

之
段
恐
入
申
候

八
日

萬
々
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
困
0
1
3
－
1
0
9
）

編
者
註

①
大
村
益
次
郎
（
一
八
二
四
－
一
八
六
九
）
は
萩
藩
士
、
慶
応
四
年
五
月
七
日

　
軍
務
官
判
、
同
月
十
一
日
江
戸
府
判
事
兼
帯
、
同
年
九
月
鎮
将
府
軍
務
局
勤

　
務
、
十
月
二
十
四
日
軍
務
官
副
知
事
、
十
二
月
四
日
東
京
在
勤
。

②
長
谷
川
二
左
衛
門
は
、
慶
応
四
年
八
月
の
時
点
で
、
江
藤
と
共
に
会
計
局
判

　
事
を
勤
め
て
い
た
「
長
谷
川
二
右
衛
門
」
。
熊
本
藩
士
、
名
は
隆
景
。

四
〇
　
小
笠
原
弥
八
郎
書
翰

1
　
　
　
　
穴
月
二
日

薄
暑
之
候
被
為
揃
、
益
御
安
泰
被
為
成
御
座
、
畏
悦
之
至
二
奉
存
候
、
然
者
此

度
高
見
保
益
帰
縣
之
便
不
被
捨
置
、
段
々
之
御
優
言
御
深
意
之
至
、
千
々
萬
々

辱
次
第
二
奉
存
侯
、
私
6
者
惣
而
御
尋
問
も
不
仕
不
敬
二
打
過
、
恐
縮
仕
候
、

御
宥
恕
奉
仰
候
、
必
寛
者
東
京
行
も
御
座
候
得
と
も
、
無
擦
、
得
貴
顔
可
申
人

柄
も
無
之
二
付
、
行
違
之
程
難
斗
差
抽
申
候
、
此
度
二
至
リ
誠
二
幸
成
便
宜
二

付
、
奉
伺
御
安
否
候
、
何
分
二
も
時
侯
厚
御
厭
、
御
精
勤
被
成
候
様
、
乍
遠
境

奉
祈
候
、
将
此
紙
包
甚
以
麓
品
二
者
御
座
候
得
ど
も
、
伺
之
印
辻
二
呈
上
仕

候
、
御
笑
留
被
成
下
候
ハ
・
千
萬
本
望
之
至
二
奉
存
候
、
乍
揮
老
衰
不
事
二
消

光
仕
居
候
、
御
放
神
奉
仰
慮
二
御
座
候



紬

　
六
月
二
日
認

｛
マ
マ
一

江
新
平
様

　
　
　
　
人
々
御
中

編
者
註

①
小
笠
原
弥
八
郎
は
土
佐
藩
士
か
。

四
一
　
岡
本
忠
利
書
翰

1
　
明
治
四
年
七
月
一
一
百

一
包
紙
表
）

一
包
紙
裏
）

一
巻
紙
一

　
恐
僅
謹
言

小
笠
原
弥
八
郎
拝

（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
1
1
0
一

「
江
藤
中
辮
殿
　
　
濱
田
縣
少
参
事
岡
本
忠
利

　
　
　
侍
史
御
中

一
忠
利
一

「
㊥
　
　
辛
未
七
月
三
日
護
ス
」

「
江
藤
閣
下

　
　
　
　
拝
呈

岡
本
忠
利

」

」

飛
鴻
を
以
一
書
拝
呈
仕
侯
、
盛
暑
引
績
残
炎
酷
御
坐
候
鹿
、
益
御
清
適
御
奉
務

被
為
在
奉
遠
賀
候
、
一
一
二
僕
去
夏
濱
田
表
韓
任
、
直
二
隠
鴬
出
張
、
瓦
然
消
光

仕
居
候
間
、
恐
ナ
カ
ラ
貴
意
安
被
思
召
被
下
度
奉
存
候
、
誠
二
山
海
隔
絶
、
便

宜
悪
敷
土
地
柄
、
時
々
御
起
居
を
も
不
奉
伺
、
心
外
之
御
無
音
申
上
卒
ホ
ニ
奉

窺
モ
恐
多
仕
合
二
奉
存
候
得
共
、
今
般
當
縣
大
参
事
足
立
姓
免
官
之
事
二
付
、

御
内
密
御
窺
申
上
度
訳
ハ
、
同
姓
儀
着
魔
已
来
民
政
向
種
々
勉
麟
有
之
、
官
員

中
ハ
素
ヨ
リ
管
内
モ
帰
服
致
シ
居
候
得
共
、
疾
病
不
得
止
御
暇
被
相
願
登
坂
入

院
、
猶
又
御
暇
追
願
中
不
斗
免
官
之
御
達
書
到
来
、
臆
中
モ
一
入
驚
布
、
何
ン

ト
歎
復
職
御
願
達
之
道
ハ
有
御
座
間
敷
哉
ト
内
議
有
之
候
得
共
、
進
退
之
儀
ハ

何
分
容
易
二
御
申
立
モ
難
相
成
、
如
何
シ
テ
右
之
惰
實
御
通
達
相
成
可
然
哉

ト
、
権
知
事
殿
ニ
モ
殆
ト
案
痛
之
折
柄
、
僕
ニ
モ
隠
岐
寺
院
魔
帆
致
一
条
二
付
、

頃
日
ヨ
リ
出
濱
罷
在
、
実
二
氣
之
毒
之
参
懸
り
、
価
テ
右
免
官
之
都
合
井
復
職

願
立
之
儀
等
、
如
何
之
次
第
共
二
可
有
御
座
や
、
不
苦
儀
ニ
モ
御
座
候
ハ
・
、

御
内
分
御
教
示
被
成
下
度
、
偏
二
奉
願
上
候
、
何
れ
御
内
慮
之
次
第
二
寄
り
権

知
事
殿
所
置
振
り
之
氣
汲
ニ
モ
相
成
、
既
二
免
官
御
護
し
渡
之
事
二
付
、
不
顧

恐
催
奉
伺
候
、
且
恐
縮
之
次
第
ニ
ハ
御
座
候
得
共
、
御
序
之
折
も
被
為
在
候

ハ
・
、
大
隈
参
議
公
江
御
致
聲
之
程
拝
伏
奉
願
上
候
、
此
旨
為
可
奉
得
尊
意
、

勿
卒
如
期
御
座
候
、
恐
慢
謹
言

　
　
辛
未
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
縣
少
参
事

　
　
　
七
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
忠
利

　
江
藤
申
辮
殿

　
　
　
　
　
侍
史
御
中

二
白
、
長
松
少
辮
殿
へ
権
知
事
殿
ヨ
リ
内
慮
被
相
伺
儀
二
御
座
候
間
、
御
打
合

セ
ヲ
モ
被
成
下
候
ハ
・
、
猶
更
難
有
仕
合
奉
存
候
、
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
四
一
x
二
九
㎝
　
囮
0
1
3
－
1
1
1
，
1
1
2
一

　
　
編
者
註
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①
浜
田
県
は
明
治
三
年
二
月
、
石
見
国
浜
田
藩
と
隠
岐
国
と
か
ら
な
っ
て
い
た

　
大
森
県
を
改
称
し
た
県
。
明
治
九
年
四
月
に
島
根
県
に
合
併
。

2
　
明
治
五
年
十
月
一
一
十
四
日

一
包
紙
表
）

一
包
紙
裏
〕

一
巻
封
一

「
江
藤
老
蔓
　
　
岡
本
忠
利

　
玉
案
下
謹
呈

「
壬
申
十
月
廿
四
日
夜
認
」

「
謹
呈

　
御
内
披
奉
願
上
候
」

」

愚
書
謹
呈
、
不
揃
之
氣
候
二
御
座
候
慮
、
益
御
壮
康
可
被
為
在
奉
賀
寿
候
、
野

生
義
モ
御
蔭
を
以
、
過
ル
十
七
日
大
蔵
九
等
出
仕
拝
命
仕
、
難
有
奉
存
候
、
陳

而
ハ
是
等
之
儀
達
御
耳
候
モ
甚
以
奉
恐
縮
義
御
座
候
得
共
、
着
京
掛
ヨ
リ
野
牛

下
宿
之
家
主
浅
草
聖
天
町
壱
番
地
林
屋
治
兵
衛
ト
申
者
、
御
吟
味
之
筋
ホ
て
御

省
江
御
呼
寄
セ
相
成
候
由
、
今
日
退
出
之
上
ホ
て
承
知
致
し
、
右
者
定
而
遊
女

御
改
正
二
関
係
ス
ル
事
共
ニ
ハ
無
之
哉
、
兼
而
遊
女
口
入
ヲ
ス
ル
者
之
由
小
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
：

御
座
候
得
共
、
堅
氣
之
者
ホ
て
、
此
節
モ
御
趣
意
柄
二
係
り
候
訳
二
不
至
様
余

程
心
配
之
模
様
、
野
牛
ニ
モ
日
夜
見
聞
罷
在
候
、
北
郭
品
川
屋
ト
歎
申
者
抱
遊

女
之
義
二
付
、
向
方
ヨ
リ
被
相
頼
候
事
有
之
、
右
品
川
屋
ハ
不
良
之
も
の
ホ

て
、
兎
角
悪
事
ハ
人
二
帰
ス
ル
様
之
事
而
已
致
ス
由
、
若
シ
ヤ
其
者
之
申
成
シ

ニ
テ
右
治
兵
衛
御
召
捕
共
二
相
成
た
る
事
共
ニ
ハ
無
御
座
歎
ト
申
シ
、
最
早
六

拾
二
才
之
老
翁
、
如
何
之
御
裁
判
歎
ト
家
人
と
も
頻
り
二
心
配
罷
在
、
傍
観
二

不
忍
、
有
之
儘
入
御
耳
置
候
間
、
御
配
下
之
御
官
員
方
何
卒
公
平
之
御
所
分
を

以
、
理
非
明
白
仕
候
様
二
御
指
令
被
成
下
度
、
深
々
御
願
申
上
候
、
実
ハ
推
参

奉
得
拝
謁
、
委
細
申
上
度
奉
存
候
得
共
、
只
今
退
出
掛
、
夜
中
之
事
故
、
恐
入

候
得
共
、
極
密
之
一
封
汚
御
高
覧
、
早
々
如
斯
御
座
候
、
頓
首
謹
言

　
　
十
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
忠
利

　
江
藤
老
豪

　
　
　
玉
几
下
拝
呈

二
白
、
勿
々
之
事
躰
、
只
々
情
実
ヲ
申
上
ル
辻
二
付
、
大
乱
筆
不
文
、
御
不
敬

之
段
ハ
真
平
御
免
許
奉
願
上
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
七
㎝
囲
0
1
3
－
1
1
3
一

　
　
編
者
註

　
　
①
北
郭
と
は
北
里
の
こ
と
、
吉
原
の
遊
郭
を
い
う
。

四
二

小
栗
憲
一
書
翰

明
治
五
年
十
月
十
一
一
百

一
封
筒
表
）

一
封
筒
裏
一

一
便
隻
裏
一

「
佛
国
巴
利
二
而
　
　
　
　
横
浜
よ
り

松
本
白
華
殿
　
　
　
　
　
　
小
栗
憲
一

　
　
　
急
事
無
変

「
皇
壬
申
十
月
十
二
日
認
」

「
欧
州
御
滞
居

　
松
本
白
華
殿
下
」
「
小
栗
憲
一
」

」



郊

横
濱
6
一
東
拝
呈
仕
候
、
寒
候
相
成
候
庭
、
新
殿
初
皆
方
様
も
御
揃
、
御
機

嫌
克
御
賀
居
被
成
、
奉
拝
賀
候
、
定
而
今
時
ハ
錫
蘭
蔦
御
拝
謁
可
被
遊
と
恐
察

此
事
二
御
座
候
、
浅
岬
は
御
出
立
後
、
一
時
林
覚
初
大
不
平
、
林
覚
日
、
我
輩

御
見
捨
ニ
ア
ツ
カ
リ
、
暫
惚
之
仕
合
杯
口
情
申
立
候
得
共
、
程
能
説
得
、
即

一
判
読
不
能
一

　
□
　
殿
ヲ
代
理
ト
仕
置
候
、
御
女
中
方
ハ
干
今
御
留
主
番
宅
御
座
候
、
西
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

右
何
故
歎
頓
斗
来
状
ナ
シ
、
□
□
ハ
北
越
行
ト
カ
承
候
、
仰
明
も
十
二
等
出

仕
、
日
々
出
省
故
、
浅
岬
ハ
火
の
消
タ
如
ク
何
事
も
運
不
申
、
可
憐
情
態
ナ

リ
、
扱
御
出
立
翼
日
新
聞
二
早
速
差
出
候
慮
、
已
二
早
キ
奴
カ
諸
君
ノ
御
寺
號

井
二
新
名
等
ヲ
以
テ
皆
脱
走
セ
リ
ト
書
セ
リ
、
余
之
新
聞
ニ
ハ
大
ニ
ホ
メ
テ
ア

リ
、
只
一
事
掛
念
ス
ヘ
キ
ハ
安
休
寺
猶
龍
事
、
當
時
安
藤
劉
太
郎
ト
ア
リ
、
コ

レ
ハ
萬
一
教
師
添
書
二
差
支
共
ハ
ナ
キ
ヤ
ト
思
フ
ナ
リ
、
本
願
寺
ト
同
行
シ
タ

ト
シ
テ
ハ
、
甚
不
都
合
ナ
リ
、
関
信
三
ト
在
し
ハ
彼
等
未
知
故
、
程
能
御
工
風

可
被
下
候
、
省
中
ハ
大
二
一
統
評
判
よ
ろ
し
く
、
卿
輔
初
メ
皆
々
感
心
ノ
体
ナ

リ
、
只
金
策
ガ
大
二
懸
念
ナ
リ
、
木
場
も
大
二
頑
固
申
立
候
由
、
小
生
ヨ
リ
中

島
二
激
論
致
置
候
位
ナ
リ
、
司
法
卿
も
未
御
出
船
無
之
、
其
期
未
相
分
不
申

候
、
省
中
も
日
々
転
変
日
新
ナ
リ
、
僧
侶
ハ
都
テ
苗
字
ヲ
ツ
ケ
ヨ
ト
ノ
太
政
官

御
布
告
ア
リ
、
又
天
下
寺
院
ヲ
都
テ
教
院
ト
シ
、
大
中
小
ノ
三
院
二
分
ツ
コ
ト

モ
決
定
ス
ル
已
二
布
告
ナ
リ
、
管
長
ハ
一
宗
一
人
ト
定
メ
、
已
二
當
分
専
修
寺

殿
ナ
リ
、
西
京
も
大
門
御
帰
京
以
来
、
何
事
も
無
之
由
、
摂
光
殿
も
九
月
十
七

日
御
帰
京
ノ
申
小
生
輩
ノ
巡
回
も
大
延
引
ノ
処
、
何
故
歎
ト
思
フ
タ
レ
ハ

　
一
判
読
不
能
一
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

小
　
□
　
カ
ア
マ
リ
□
口
こ
付
、
外
出
仕
よ
り
議
論
も
興
ル
由
、
教
導
職
御
用

掛
リ
モ
廃
止
、
皆
教
院
掛
リ
ト
ナ
ル
、
巡
回
モ
社
寺
兼
務
シ
テ
出
ヨ
ト
卿
輔

6
被
申
付
、
足
立
、
藤
田
、
桃
井
、
松
本
等
加
ハ
リ
、
全
十
二
人
四
組
二
分

　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

ツ
出
護
ナ
リ
、
旧
喧
頑
固
連
も
策
カ
水
泡
ト
相
成
申
候
、
御
一
笑
可
被
下
候
、

大
教
院
も
大
二
繁
昌
ナ
リ
、
近
日
建
築
二
掛
ル
筈
、
當
時
唯
一
大
洲
ア
ル
ノ

ミ
、
四
人
ノ
苦
心
、
実
二
感
泣
二
不
堪
候
、
四
人
も
過
日
九
等
二
転
進
ナ
リ
、

大
坂
加
藤
九
郎
近
日
東
上
、
小
生
右
吹
挙
、
一
昨
日
十
一
等
出
仕
二
転
進
ナ

リ
、
小
生
ノ
留
主
宅
二
置
候
、
小
生
も
来
春
二
月
比
帰
京
ノ
積
ナ
リ
、
自
然
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ

書
状
被
下
候
ハ
・
、
麹
丁
元
園
丁
壱
丁
目
小
栗
宅
二
向
ケ
御
差
出
可
被
下
侯
、

石
丸
ハ
大
坂
江
相
止
、
更
二
教
院
掛
リ
相
成
、
内
外
教
法
監
察
同
様
ノ
事
ヲ
致

屠
候
、
魯
人
皇
子
一
昨
日
當
港
着
ナ
リ
、
琉
球
ハ
改
テ
藩
王
二
成
リ
、
真
ノ
属

国
ト
ナ
ル
、
朝
鮮
ニ
ハ
大
二
応
接
ト
ナ
リ
、
此
程
陸
軍
少
将
も
出
張
ノ
申
ユ

ク
く
目
的
ア
ル
ヘ
シ
、
天
下
租
税
法
一
定
、
愈
地
券
二
相
成
、
當
時
井
上

大
輔
も
御
出
張
ニ
ナ
ル
筈
ト
申
ス
事
也
、
井
上
大
輔
も
先
日
母
死
去
、
大
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

葬
式
ア
リ
、
西
門
様
九
州
大
二
評
判
よ
ろ
し
く
、
　
□
　
二
八
代
よ
り
断
ラ
レ

タ
ル
コ
ト
ア
リ
、
是
ハ
宮
川
ノ
姦
ナ
ル
ヘ
シ
、
薩
人
も
参
詣
ス
ル
コ
ト
多
キ

故
、
止
タ
ル
ノ
風
聞
ナ
リ
、
仙
蔓
ハ
愈
類
焔
大
熾
二
付
、
東
西
教
導
職
管
長

ム
可
差
遣
旨
、
卿
輔
ム
錬
然
二
御
内
意
ア
ル
故
、
石
丸
ト
計
リ
長
崎
僧
東
二

人
西
一
人
ヲ
差
遣
候
様
相
成
可
申
、
金
ハ
教
院
5
相
辮
へ
可
申
候
也
、
安
藤

留
主
娘
君
御
満
腹
ナ
リ
、
御
一
聲
可
被
下
候
、
鳴
乎
教
部
モ
日
々
悪
ロ
ノ
新
聞

ア
リ
、
別
テ
僧
ノ
失
策
如
山
、
何
卒
大
御
運
欝
奉
祷
候
、
黙
雷
君
も
来
春
ハ
必

御
帰
朝
可
然
奉
希
候
、
一
寸
御
帰
朝
ナ
リ
カ
タ
ク
ハ
何
卒
ヨ
キ
エ
夫
可
被
下

候
、
教
院
ノ
事
二
付
、
程
々
ノ
苦
心
ア
リ
、
扱
貴
君
二
急
速
相
願
度
ハ
各
国
大

小
教
院
の
規
則
ナ
リ
、
何
卒
一
日
も
早
く
御
訳
文
ヲ
以
テ
御
送
り
可
被
下
候
、

佛
丈
ニ
テ
ヨ
ケ
レ
ト
モ
可
相
成
ハ
英
ノ
教
院
規
則
カ
入
用
ナ
リ
、
此
地
ニ
テ
訳

サ
セ
候
得
共
、
兎
角
不
分
明
ノ
コ
ト
多
シ
、
過
日
呈
上
ノ
東
郷
ノ
訳
書
ハ
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一
判
読
」
不
能
一

無
　
□
　
ヤ
奉
伺
度
、
ツ
キ
之
教
師
右
新
聞
ヲ
一
一
翻
訳
シ
テ
佛
二
送
ル
由

二
付
、
萬
一
本
願
寺
同
行
ノ
者
二
東
郷
ム
添
書
ヲ
乞
タ
ル
事
カ
露
顕
シ
テ
ハ
、

此
地
迄
モ
響
キ
可
申
候
、
東
郷
モ
自
然
ハ
来
月
ハ
教
師
同
行
ニ
テ
巴
理
江
行

　
一
判
読
．
小
能
一

ク
　
□
　
説
ア
リ
、
夫
共
ナ
ク
ハ
猶
更
右
ノ
始
末
至
急
御
来
報
可
被
下
候
、
新

殿
、
石
川
君
、
柳
北
君
、
安
東
君
二
別
書
不
呈
候
条
、
御
伝
達
可
被
下
候
、
黙

雷
兄
ニ
ハ
何
卒
御
帰
朝
奉
進
度
旨
御
伝
可
被
下
候
、
鎗
ハ
萬
々
後
便
可
申
上
候

也
、
此
書
状
ハ
司
法
卿
二
御
願
申
上
置
侯
也
、
御
地
定
而
熱
氣
中
ナ
ル
ヘ
シ
、

為
国
家
為
大
法
御
自
重
々
々
、
過
日
黙
雷
兄
ノ
書
ヲ
大
輔
殿
大
三
暑
ヒ
頻
二
風

聴
被
致
候
、
少
輔
モ
同
断
ナ
リ
、
貴
兄
6
何
歎
御
来
報
被
下
度
、
左
ス
レ
ハ

夫
カ
千
金
ノ
価
、
大
二
我
門
ヲ
光
輝
ス
ル
一
策
ナ
リ
、
過
日
黙
雷
ノ
ハ
法
主
當

ナ
リ
、
故
二
或
ハ
我
田
二
水
ヲ
引
ク
之
風
情
ア
リ
、
貴
兄
ハ
何
卒
朝
廷
二
呈
ス

ル
ノ
書
、
或
ハ
卿
輔
二
送
ル
ノ
書
二
被
成
下
度
、
夫
カ
切
二
よ
ろ
し
く
候
、
意

長
筆
短
、
先
ハ
カ
シ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
謹
言

　
　
皇
十
月
十
三
日
　
ヨ
コ
■
ハ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
八
㎝
　
囲
0
1
3
－
1
1
4
）

　
　
編
者
註

　
　
①
小
栗
憲
一
（
一
八
三
四
－
一
九
一
五
一
、
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
。
明
治
五
年

　
　
　
当
時
、
小
栗
は
教
部
省
九
等
出
仕
。
因
み
に
教
部
卿
は
嵯
峨
實
愛
、
大
輔
は

　
　
　
宍
戸
磯
、
少
輔
は
黒
田
清
綱
。

　
　
②
松
本
白
華
（
一
八
三
八
－
一
九
二
六
一
は
真
宗
大
谷
派
僧
侶
。
明
治
五
年
、

　
　
　
教
部
省
出
仕
。
こ
の
当
時
、
大
谷
光
螢
に
随
行
し
て
パ
リ
に
滞
在
中
。
明
治

　
　
　
六
年
七
月
帰
国
。

　
　
③
新
殿
は
東
本
願
寺
二
十
二
世
大
谷
光
螢
一
一
八
五
一
一
－
一
九
二
三
一
。
明
治

　
　
　
五
年
九
月
、
石
川
舜
台
（
一
八
四
二
－
一
九
三
こ
・
成
島
柳
北
一
一
八
三

　
七
－
一
八
八
四
）
・
松
本
白
華
・
関
信
三
ら
を
従
え
て
欧
州
視
察
。

④
錫
蘭
は
セ
イ
ロ
ン
。

⑤
浅
岬
と
は
浅
草
本
願
寺
の
こ
と
。

⑥
仰
明
は
仰
明
寺
対
岳
。

⑦
安
休
寺
猶
龍
（
一
八
四
三
－
一
八
七
九
）
は
、
三
河
安
休
寺
雲
英
晃
曜
の
弟

　
で
、
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
。
大
谷
光
螢
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
視
察
の
際
、
通

　
訳
関
信
三
と
し
て
随
行
。
帰
国
後
は
、
幼
稚
園
教
育
に
力
を
尽
く
す
。

⑧
専
修
寺
殿
は
真
宗
高
田
派
、
専
修
寺
二
十
一
世
の
常
磐
井
尭
照
二
八
四
四

　
－
一
九
一
九
）
。

⑨
摂
光
殿
と
は
教
部
省
大
講
義
の
摂
光
院
勝
尊
。

⑩
魯
人
皇
子
に
つ
い
て
は
既
出
三
八
－
1
書
翰
註
③
参
照
。

⑪
陸
軍
少
将
は
西
郷
従
道
一
一
八
四
一
一
丁
一
九
〇
二
一
。

⑫
井
上
大
輔
は
大
蔵
大
輔
井
上
馨
一
一
八
三
六
－
一
九
一
五
一
。

⑬
西
門
様
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
一
世
宗
主
の
大
谷
光
尊
（
一
八
五
〇

　
－
一
九
〇
三
一
、
法
名
は
明
如
。
こ
の
当
時
教
部
省
教
導
職
大
教
正
。

⑭
錬
然
は
既
出
三
五
の
大
洲
錬
然
。

⑮
黙
雷
は
真
宗
僧
侶
の
島
地
黙
雷
二
八
七
八
5
一
九
一
一
一
。
明
治
五
年
正

　
月
渡
欧
、
同
年
十
二
月
に
教
部
省
の
宗
教
行
政
を
批
判
し
て
「
三
条
教
則
批

　
判
建
自
書
」
を
提
出
。
明
治
六
年
七
月
帰
国
し
て
、
大
教
院
分
離
運
動
を
推

　
進
し
た
。

2
　
〔
明
治
五
年
〕

四
月
十
一
日

一
巻
封
一
「
江
藤
議
長
殿
下

小
栗
憲
一
」

　
　
　
　
　
　
一
草
］

別
紙
一
冊
ハ
浅
岬
本
願
寺
へ
滞
留
罷
在
豊
後
妙
正
寺
之
認
処
二
御
座
候
、
友
人

右殿
下
御
内
見
二
奉
呈
呉
度
旨
申
出
候
間
、
乍
恐
御
偉
達
申
上
候
、
小
生
罷
出
此



儀
申
上
度
之
鹿
、
四
五
日
前
よ
り
病
褥
引
籠
、
其
儀
不
能
也
、
乍
失
敬
以
書
中

陳
上
如
此
候
、
巳
上

　
江
藤
議
長
殿
下

　
　
四
月
十
一
日

四
三
　
御
小
姓
頭
書
翰

　
1
　
〔
明
治
二
年
〕
七
月
二
十
八
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様
　
御
小
性
頭
」

御
内
々
御
用
有
之
候
条
、
明
朝
御
出
勤
懸
、

此
段
為
御
懸
合
、
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
七
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
小
栗
憲
一

（
一
枚
一
六
㎝
四
0
1
3
－
1
1
5
）

御
次
御
出
被
成
候
様
有
御
座
度
、

一
一
枚
一
六
㎝
囮
0
1
3
－
1
1
6
）

四
四
　
会
計
官
書
翰

　
1
　
〔
明
治
元
年
〕
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
計
官

　
　
一
巻
埜
「
江
五
位
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
番
」

以
酋
紙
申
上
候
、
然
者
神
奈
川
縣
御
同
列
様
ち
之
御
害
状
、

則
為
持
上
ケ
申
候
、
以
上

　
　
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝

　
　
編
者
註

　
　
①
神
奈
川
県
か
ら
の
書
状
は
、
後
掲
五
四
参
照
。

四
五
　
会
計
官
書
記
書
翰

　
1
　
〔
明
治
一
一
年
〕
正
月
十
二
日

別
昏
到
来
仕
候
間
差
上
申
候
、
以
上

　
　
正
月
十
二
日

　
江
藤
五
位
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝

唯
今
到
来
二
付
、

囲
0
1
3
－
1
1
7
一

　
　
會
計
官

　
　
　
書
記

囲
0
1
3
－
1
1
8
一
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四
六
　
外
務
省
書
翰

　
－
　
明
治
四
年
十
一
月
二
日

　
　
江
藤
副
議
長
殿

外
務
省

東
京
西
京
之
新
蕾
図
取
揃
へ
整
へ
度
侯
二
付
而
ハ
、
い
づ
れ
二
而
求
メ
候
而
可

然
哉
、
御
手
前
御
承
知
も
有
之
趣
二
付
、
御
問
合
お
よ
び
候
也

　
　
辛
未
十
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
八
㎝
　
囮
0
1
3
－
1
1
9
）

　
　
編
者
註

　
　
①
こ
の
書
翰
は
外
務
省
十
六
行
罫
紙
。

　四
1七

　
外
務
大
丞
宮
本
小
一
書
翰

　
〔
　
〕
六
月
十
一
一
一
日

蕃
封
一
「
江
藤
司
法
卿
殿
　
　
外
務
大
丞
宮
本
小
一
」

一
簡
拝
啓
仕
候
、
炎
暑
堪
難
候
鹿
、
御
清
嬉
沐
賀
之
至
御
坐
候
、
然
者
去
巳
年

十
月
中
、
閣
下
中
辮
御
奉
職
中
、
開
拓
使
之
事
務
御
取
扱
二
而
、
其
頃
ヱ
ト
ロ

フ
．
ク
ナ
シ
リ
・
ウ
ル
ツ
プ
三
鴬
之
間
二
魯
国
与
境
界
相
定
侯
義
、
旧
幕
中
文

化
度
彼
国
与
約
定
取
結
候
本
書
丼
魯
文
と
も
、
松
浦
開
拓
判
官
よ
り
閑
嬰
公
へ

さ
し
出
、
夫
よ
り
右
書
類
閣
下
御
預
り
被
成
候
哉
二
も
可
有
之
由
、
松
浦
よ
り

申
聞
候
、
右
者
同
人
記
憶
い
た
し
居
候
通
り
、
閣
下
御
承
知
二
候
や
、
右
書
類

急
二
人
用
侯
慮
、
更
二
不
相
知
候
間
、
為
念
御
尋
申
候
、
白
然
何
レ
之
方
二
蔵

貯
い
た
し
可
有
之
哉
、
御
示
教
被
下
度
、
此
段
相
伺
申
候
也

　
　
六
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
1
2
0
一

　
　
編
者
註

　
　
①
松
浦
開
拓
判
官
は
松
浦
武
四
郎
一
一
八
一
八
－
一
八
八
八
）
、
名
は
弘
。
江

　
　
　
戸
時
代
に
六
回
に
わ
た
っ
て
蝦
夷
地
を
調
査
、
慶
応
四
年
閏
四
月
徴
士
函
館

　
　
　
府
判
事
、
同
年
八
月
東
京
府
附
属
、
九
月
郡
政
局
御
用
掛
、
明
治
二
年
六
月

　
　
　
蝦
夷
開
拓
御
用
掛
、
同
年
八
月
開
拓
判
官
、
明
治
三
年
一
一
一
月
依
願
免
官
。

　
　
②
閑
嬰
公
は
佐
賀
藩
第
十
代
藩
主
直
正
（
一
八
一
五
－
一
八
七
一
）
。

四
八
　
香
川
敬
三
・
船
越
洋
之
助
書
翰

　
1
　
〔
明
治
元
年
〕
十
一
一
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
敬
三

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
越
洋
之
助
」

　
　
乱
筆
御
免

旧
會
降
伏
人
、
於
當
地
御
救
助
相
成
居
候
者
共
ホ
當
リ
云
々
、
御
内
聞
之
趣
致

承
知
候
、
今
日
既
ホ
容
保
男
松
平
慶
三
郎
へ
三
万
石
管
轄
被
　
仰
出
候
上
ハ
、

条
理
ホ
お
い
て
降
人
悉
皆
慶
三
郎
へ
御
引
渡
相
成
可
然
義
ホ
付
、
此
旨
表
面
慶

三
郎
江
御
達
相
成
儀
候
、
然
而
ハ
必
今
日
之
庭
ホ
て
ハ
、
右
様
所
置
難
斗
ホ
付
、



苦
情
可
申
出
候
問
、
其
時
ホ
至
り
家
政
相
整
侯
泣
、
藩
々
へ
御
預
ケ
被
　
仰
付

度
候
、
尤
今
日
之
慮
連
も
、
降
人
引
取
候
義
難
相
斗
段
ハ
顕
然
相
分
リ
居
候

間
、
慶
一
二
郎
家
政
相
整
候
泣
断
然
藩
々
江
分
配
御
預
、
其
間
ハ
勝
手
ホ
使
役
被

仰
付
候
而
も
可
然
歎
と
奉
存
候
、
乍
去
蝦
地
移
佳
之
者
共
二
當
リ
候
而
者
、
已

ホ
開
拓
手
始
メ
仕
居
、
殊
二
是
泣
不
容
易
入
費
相
成
居
候
間
、
是
者
泣
引
取
候

而
ハ
彼
是

朝
廷
之
為
メ
御
不
都
合
不
少
ホ
付
、
是
辻
之
通
リ
之
規
則
二
被
成
置
度
奉
存

候
、
全
体
同
し
く
降
伏
人
之
中
蝦
地
へ
移
住
之
者
ハ
別
而
難
難
仕
、
此
地
之
者

ハ
空
敷
御
救
助
ヲ
相
受
居
、
其
上
其
儘
旧
主
へ
随
従
相
成
候
而
ハ
、
乍
恐

朝
廷
御
規
律
二
お
い
て
も
御
偏
頗
之
義
ホ
も
相
成
候
間
、
勇
此
地
之
分
諸
藩
江

御
預
ケ
、
慶
三
郎
江
引
取
候
辻
ハ
於
藩
々
使
役
い
た
し
候
得
ハ
、
一
同
平
等
之

御
塵
置
ホ
も
可
相
成
歎
と
奉
存
候
、
猶
御
賢
慮
之
上
可
然
御
奏
問
相
成
度
奉
存

候
、
藩
々
江
御
預
ケ
方
之
義
ハ
種
々
致
し
方
も
有
之
候
得
共
、
大
綱
右
之
見
込

ホ
御
坐
候
、
此
段
御
尋
ホ
付
、
愚
考
申
談
之
儘
、
不
取
敢
申
上
候
、
何
分
会
計

之
御
内
情
拝
承
之
上
ハ
、
一
日
も
早
ク
御
所
置
不
相
成
而
ハ
相
済
不
申
、
不
及

な
か
ら
苦
慮
仕
候
間
、
否
早
々
御
報
被
下
度
、
如
此
御
坐
候
也

　
　
十
一
一
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
〇
㎝
　
囮
0
1
3
－
1
2
1
）

　
　
編
者
註

　
　
①
香
川
敬
三
一
一
八
三
九
－
一
九
一
五
一
、
藤
田
東
湖
の
門
弟
、
岩
倉
具
視
の

　
　
　
知
遇
を
得
、
幕
末
維
新
期
に
は
軍
務
官
権
判
事
。

　
　
②
船
越
洋
之
助
一
一
八
四
〇
－
一
九
一
三
一
、
名
は
衛
、
広
島
藩
士
。
大
村
益

　
　
　
次
郎
に
兵
学
を
学
び
、
明
治
元
年
五
月
徴
士
江
戸
府
判
事
、
同
月
軍
務
官
権

　
　
　
判
事
。

③
容
保
は
会
津
藩
主
・
京
都
守
護
職
の
松
平
容
保
二
八
三
六
－
一
八
九
三
）
。

　
会
津
若
松
城
は
明
治
元
年
九
月
二
十
二
日
に
開
城
。

四
九
　
片
桐
省
介
書
翰

1
　
〔
慶
鷹
四
年
〕

八
月
十
八
日

蕃
封
一
「
江
藤
新
平
様

片
桐
省
介
」

　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

拝
啓
、
冷
霧
御
　
□
　
固
御
壮
安
奉
賀
入
候
、
然
者
昨
日
申
上
置
候
先
日
之
名

前
書
、
御
遣
し
被
下
度
、
さ
し
懸
り
考
合
セ
之
下
タ
こ
・
ろ
も
有
之
候
故
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

旨
御
承
知
可
被
下
候
、
差
　
口
　
候
而
、
又
々
さ
し
　
□
　
申
上
可
申
候

　
　
　
一
判
読
．
不
能
一

〇
足
立
□
□
□
之
事
取
締
与
申
泣
二
而
、
等
級
之
き
ま
り
無
之
而
者
不
都
合
之

や
う
二
も
相
聞
へ
候
問
、
御
考
合
可
然
様
被
成
置
候
義
、
欠
典
な
き
と
存
候
、

近
来
者
頓
と
染
々
御
緩
諭
も
申
不
尽
、
彼
是
御
計
り
申
度
義
も
御
坐
侯
慮
、
甚

　
　
一
判
読
不
能
一

タ
忽
□
□
□
忙
之
至
二
御
坐
候
、
已
上

　
　
八
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
困
0
1
3
－
1
2
2
）

　
　
編
者
註

　
　
①
片
桐
省
介
は
慶
応
四
年
八
月
、
東
京
府
鎮
台
権
判
事
、
監
察
兼
写
校
。

2
　
屋
応
四
年
〕

二
十
四
日

　
　
　
江
藤
新
平
様

一
巻
封
一
「
、

　
　
　
島
團
右
衛
門
様

片
桐
省
介
」
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先
日
島
君
よ
り
御
内
談
御
坐
候
上
水
方
一
条
探
索
之
義
、
概
略
相
分
候
得
共
、

此
程
よ
り
之
潟
病
二
而
、
今
日
も
出
頭
仕
り
兼
候
間
、
何
レ
明
日
二
も
御
談
示

可
申
上
候
、
已
上

　
　
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囮
0
1
3
－
1
2
3
）

五
〇
　
片
山
懐
七
書
翰

1
　
〔
明
治
四
年
〕

六
月
二
十
二
日

一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様

片
山
樽
七

秀
嶋
源
吾
」

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
然
者
贈
正
二
位
様
為
御
遺
物
、
御
掛
物
一
、
仙
毫
平
御
袴

地
一
被
遣
之
候
二
付
、
差
廻
候
条
御
落
手
可
被
成
候
、
此
段
為
可
得
貴
意
、
如

此
御
座
候
、
以
上

　
　
六
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囲
0
1
3
－
1
2
4
）

　
　
編
者
註

　
　
①
片
山
樽
七
は
鍋
島
閑
嬰
の
側
近
。

　
　
②
秀
島
源
吾
は
鍋
島
家
の
准
家
扶
。

　
　
③
贈
正
二
位
は
明
治
四
年
一
月
十
八
日
に
没
し
た
鍋
島
閑
嬰
の
こ
と
。

2
　
〔
明
治
四
年
以
降
〕

一
巻
封
一

「
江
藤
様

　
　
　
御
請

六
月
二
十
一
一
日

片
山
傳
七

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
そ
一

如
仰
炎
暑
之
醐
御
座
候
庭
、
益
御
安
泰
奉
欣
喜
候
、
僕
社
打
絶
御
無
穫
申
上
候

処
、
却
様
々
御
示
諭
奉
恐
入
候
、
扱
棒
砂
糖
三
本
御
内
々
大
御
前
様
江
御
献
上

之
思
召
二
而
為
御
持
、
正
二
落
掌
、
則
御
示
之
通
御
慰
計
其
外
取
揃
可
差
上
奉

存
候
、
惣
而
者
近
来
御
所
労
之
趣
、
御
加
養
専
一
二
奉
存
候
、
先
以
御
請
造
、

早
々
頓
首

　
　
六
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
団
0
1
3
－
1
2
5
）

　
　
編
者
註

　
　
①
大
御
前
様
は
田
安
家
か
ら
来
た
筆
姫
。

3
　
　
　
　
　
七
月
二
日

舌
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
越
才
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
〕

右
之
者
昨
年
亘
り
奉
願
候
人
二
而
、
当
時
当
時
浪
々
之
身
二
而
、
人
別
御
改
其

外
差
支
候
二
付
、
御
家
来
分
二
被
成
下
候
道
者
被
為
叶
間
敷
哉
、
頃
日
5
再
度

相
歎
候
二
付
、
右
之
御
願
辻
参
殿
仕
候
処
、
御
留
主
中
こ
而
不
任
其
儀
、
甚
略

義
之
至
二
候
へ
共
、
右
之
段
宜
御
汲
分
被
下
度
、
私
二
も
偏
二
奉
願
候
、
委
細



者
御
家
来
辻
申
置
候
間
、

　
　
七
月
二
日

御
承
知
被
下
度
、
若
奉
願
候
、

頓
首

（
一
枚
一
八
㎝

　
片
山
傳
七

囮
0
1
3
－
1
2
6
一

候
得
共
、
交
肴
一
折
進
呈
仕
候
、

　
　
三
月
十
五
日

柳
御
挨
拶
之
験
泣
御
座
候
、
已
上

（
一
枚
一
六
㎝
四
〇
1
3
－
1
2
8
）

4
　
　
　
　
八
月
二
十
一
日

一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様

片
山
樽
七
」

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
然
者
正
四
位
様
御
義
、
為
御
帰
京
、
昨
廿
日
被
成

御
着
京
候
、
右
為
御
知
為
可
得
貴
意
、
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
八
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
団
0
1
3
－
1
2
7
一

　
　
編
者
註

　
　
①
正
四
位
様
は
佐
賀
藩
最
後
の
藩
主
鍋
島
直
大
一
一
八
四
六
－
一
九
二
一
一
。

五
一
　
勝
屋
右
門
書
翰

（
巻
封
一

〕
一
一
一
月
十
五
日

　
　
　
一
マ
マ
一

「
江
藤
新
兵
衛
様

勝
屋
右
門
」

以
蒐
紙
致
啓
上
候
、
然
者
今
般
政
府
出
勤
被
　
仰
付
、
冥
加
至
極
奉
存
候
、
就

而
ハ
萬
端
御
面
働
相
成
儀
御
座
候
条
、
宜
奉
頼
候
、
随
而
近
来
是
式
之
至
御
座

五
二
　
門
脇
重
綾
書
翰

1
　
〔
明
治
五
年
〕

五
月
十
一
日

一
封
筒
一
「
江
藤
先
生

重
綾

几
下
　
　
　
」

梅
天
欝
候
、
尊
善
如
何
、
近
日
御
見
舞
伺
候
致
度
と
奉
存
候
へ
共
、
却
而
御
煩

敷
哉
と
用
捨
仕
候
、
少
々
者
御
快
方
之
御
容
子
、
乍
蔭
安
心
仕
候
事
二
御
座

候
、
抑
近
日
省
中
何
か
と
紛
々
、
霜
二
心
痛
致
候
事
御
座
候
、
神
道
未
タ
管
長

出
来
不
申
、
其
内
昨
日
之
期
限
有
之
事
二
候
、
行
形
説
教
ハ
始
メ
候
事
御
座

候
、
大
二
近
衛
千
家
両
代
理
人
ヲ
刺
激
シ
、
自
ラ
講
座
二
昇
ラ
シ
メ
、
衣
冠
正

笏
、
説
教
ノ
ロ
上
ヲ
ヤ
ラ
セ
申
候
位
ノ
晒
歎
、
御
一
笑
可
被
下
候
、
右
二
付
近

日
一
説
ア
リ
、
小
子
モ
始
ハ
良
策
と
存
候
へ
共
、
能
々
考
候
ヘ
ハ
凡
教
部
之
極

意
甚
至
重
之
勢
二
而
、
前
後
考
量
候
処
、
又
然
ラ
ス
、
付
而
者
方
今
教
部
之
取

構
互
意
如
何
奉
存
候
哉
、
尚
高
諭
伺
度
二
付
、
別
紙
呈
貴
覧
候
、
乍
併
極

密
々
御
一
覧
後
御
返
下
被
下
度
希
入
候
、
其
内
昇
堂
御
見
舞
申
度
候
へ
共
、
御

病
摩
御
尋
且
御
慰
妾
呈
寸
楮
候
、
勿
々
拝
具

　
　
菖
蒲
月
十
一
日
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一
一
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
1
2
9
一

編
者
註

①
重
綾
は
国
学
者
で
教
部
大
丞
の
門
脇
重
綾

2
　
〔
明
治
五
年
〕

五
月
二
十
日

（
一
八
二
六
－
一
八
七
二
）
。

粛
呈
、
今
朝
者
昇
堂
御
邪
魔
仕
候
、
近
日
省
中
異
論
之
義
二
付
、
少
々
御
内
慮

伺
度
義
も
有
之
候
へ
共
、
折
柄
会
議
中
、
粗
同
様
之
義
二
付
、
情
実
御
聞
込
之

通
、
深
ク
御
勘
考
被
為
在
候
事
二
奉
存
、
小
生
輩
当
時
之
職
務
二
而
者
卿
輔
之

指
図
ヲ
受
、
事
務
ヲ
執
行
致
候
事
の
ミ
候
処
、
如
此
議
論
多
岐
二
渉
リ
候
得

共
、
何
事
モ
正
院
江
為
出
不
申
候
而
ハ
片
付
不
申
、
其
内
百
般
之
事
務
渋
滞
、

甚
困
入
候
事
二
御
座
候
、
本
省
創
建
以
来
之
趣
旨
二
於
而
ハ
、
丞
以
下
二
異
論

ハ
無
之
候
へ
共
、
各
職
務
之
分
涯
を
確
守
候
事
専
一
二
奉
存
候
へ
共
、
近
日
之

景
況
、
上
下
凡
百
体
裁
不
相
立
、
漸
偲
之
至
二
御
座
候
、
尚
曲
折
情
実
も
有
之

　
　
　
　
　
一
判
読
．
小
能
一

事
と
御
察
候
、
　
□
　
篤
御
推
考
奉
仰
候
、
仮
令
今
般
之
議
論

先
生
御
預
之
上
、
一
定
之
御
指
図
二
相
成
候
と
も
、
以
来
確
守
之
御
目
的
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

二
御
勘
考
可
被
下
候
得
者
、
前
途
正
無
□
□
、
是
等
之
義
ハ
申
上
候
辻
も
無
之

　
　
　
一
判
読
不
能
一
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
小
能
一

候
得
共
□
□
二
不
堪
、
□
□
御
推
恕
可
被
下
候
、
此
之
趣
今
□
□
上
聴
候
旨
、

御
内
慮
相
伺
候
、
呉
々
御
内
々
御
含
可
被
下
候
、
勿
々
拝
具

　
　
五
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
綾

　
江
藤
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囮
0
1
3
－
1
3
0
）

3
　
〔
明
治
五
年
〕
六
月
二
日

一
封
筒
一
「
江
藤
明
府

重
綾
」

昨
日
伺
候
仕
候
へ
共
、
御
他
適
失
望
仕
侯
、
近
日
種
々
伺
遂
度
候
鹿
、
い
つ
も

倉
卒
不
尽
御
遠
行
二
相
成
候
而
者
、
前
途
之
目
案
御
高
諭
、
些
伺
致
義
も
御
坐

候
二
付
而
、
乍
御
邪
魔
寛
々
拝
接
仕
度
付
而
者
、
御
閑
暇
御
差
繰
被
下
、
何
日

何
時
頃
罷
出
候
而
御
都
合
可
然
候
哉
、
乍
御
手
数
紙
尾
御
一
筆
御
示
被
下
度
、

此
段
奉
希
候
也
、
右
御
乞
合
辻
、
如
是
御
座
候
、
頓
首

　
　
六
月
二
日
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
1
3
1
）

4
　
〔
明
治
五
年
〕

七
月
二
十
四
日

一
封
筒
一
「
江
藤
殿
　
　
　
重
綾

内
呈
御
親
展

」

朝
夕
漸
涼
氣
相
催
候
慮
、
愈
御
清
穆
被
成
御
座
、
奉
大
賀
候
、
過
日
者
不
計
茅

屋
御
柾
駕
被
下
、
恐
縮
之
至
二
奉
存
候
、
其
節
御
噂
之
如
ク
、
大
隈
参
議
至
急

面
會
ヲ
乞
度
と
奉
存
候
ヘ
ハ
、
希
ク
ハ

先
生
此
座
二
御
出
會
之
御
模
様
、
一
腰
伺
置
候
上
二
而
推
参
仕
度
、
兎
角
御
繁

劇
之
頭
、
御
手
数
恐
入
候
得
共
、
御
面
話
之
御
様
子
御
書
入
候
而
、
一
寸
為
御

知
被
下
候
様
奉
願
候
、
為
御
伺
泣
、
草
略
如
此
御
坐
候
也
、
勿
々
拝
具

　
　
七
　
念
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
綾



柏

江
藤
賢
豪

　
　
　
侍
史
中

（
一
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
1
3
2
）

五
三
　
金
井
之
恭
書
翰

　
－
　
明
治
四
年
十
一
月
十
日

　
　
一
巻
封
一
「
副
議
長
公
閣
下
　
　
金
井
之
恭
拝
」

弥
御
清
穆
奉
芳
賀
候
、
然
者
横
濱
御
護
行
之
願
書
、
別
紙
之
通
り
御
指
揮
相
成

候
写
、
御
廻
し
申
上
候
也

　
　
未
十
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
〇
㎝
　
団
0
1
3
－
1
3
3
）

　
　
編
者
註

　
　
①
金
井
之
恭
一
一
八
三
三
－
一
九
〇
七
一
は
明
治
二
年
八
月
制
度
局
御
用
、
明

　
　
治
四
年
八
月
大
主
記
。

五
四
　
神
奈
川
県
判
事
書
翰

　
－
　
明
治
元
年
十
一
月

御
書
面
之
趣
致
承
知
候
、
御
申
越
之
趣
二
而
考
仏
人
ウ
ェ
ル
ニ
ー
見
分
い
た
し

候
木
材
、
官
之
も
の
二
無
之
上
者
無
詮
事
二
付
、
右
木
材
者
當
縣
之
御
買
上
二

取
計
可
申
候
間
、
御
廻
し
方
相
成
、
伐
料
者
其
上
二
而
御
申
越
可
有
之
候
、
此

段
御
挨
拶
妾
及
御
懸
合
候

　
　
辰
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
ユ
3
4
）

　
　
編
者
註

　
　
①
ウ
エ
ル
ニ
ー
ま
∋
ぎ
零
彗
灼
〇
一
ω
忌
昌
8
一
一
八
三
七
－
一
九
二
五
）
は
フ

　
　
　
ラ
ン
ス
海
軍
の
技
師
で
、
横
須
賀
製
鉄
所
首
長
。
横
須
賀
製
鉄
所
建
設
を
指

　
　
　
揮
。

　
2
　
明
治
元
年
十
二
月

御
下
ヶ
札
之
趣
致
承
知
候
、
當
縣
御
用
材
二
可
致
分
、
代
金
六
千
弐
百
九
拾
両

三
分
、
永
弐
百
一
二
拾
九
文
七
分
二
相
成
候
趣
二
候
得
共
、
右
直
段
者
不
相
當
二

相
見
、
殊
二
差
向
候
儀
二
付
、
此
上
彼
是
手
績
を
相
待
、
遅
滞
い
た
し
候
而
者

建
物
等
差
支
候
間
、
別
段
木
材
御
買
上
ヶ
取
計
候
積
リ
ニ
付
、
前
書
御
用
材
之

義
者
相
止
め
可
申
候
、
依
之
此
段
御
断
返
お
よ
ひ
候

　
　
辰
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
四
〇
1
3
－
1
3
5
一



江藤新平関係文書η

五

1五　
〔一

巻
封
）

　
〕
兼
義
書
翰

〕
六
月
八
日

「
江
藤
君
　
　
　
兼
義
拝

　
　
　
、
刊
口
龍
、
下

」

益
御
清
適
可
被
成
御
勤
、
奉
太
賀
候
、
陳
過
日
御
内
談
之
人
物
、
早
速
聞
糺
候

虚
、
別
紙
之
通
形
行
二
付
、
得
与
御
熟
考
被
下
度
、
且
又
當
時
文
部
省
九
等
出

仕
吉
本
真
九
郎
与
申
者
、
同
省
會
計
掛
二
有
之
候
所
、
実
ハ
方
角
違
之
事
二
而

不
堪
其
任
、
困
迫
罷
在
申
候
、
同
人
所
長
ハ
東
京
府
在
職
中
も
監
察
局
長
相
勤

屠
、
都
合
府
下
之
事
情
ハ
承
知
罷
在
、
就
而
ハ
探
索
等
二
白
然
御
遣
方
口
御
坐

候
ハ
・
、
難
有
可
遂
其
節
与
奉
存
候
、
先
ハ
乍
略
儀
、
過
日
之
御
挨
拶
辻
、
盟

　
一
判
読
、
小
能
一

府
□
□
□
候
、
勿
々
頓
首

　
　
六
月
八
日

尚
々
参
昇
可
申
上
候
得
共
、
何
分
當
時
多
忙
二
罷
在
候
問
、
御
用
捨
被
下
度
、

　
　
　
　
　
　
一
到
航
小
能

他
ハ
拝
顔
二
而
申
□
侯
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
四
0
1
3
－
1
3
6
）

五
六
　
樺
山
資
綱
・
島
本
仲
道
司
法
三
等
出
仕
書
翰

　
－
　
明
治
六
年
九
月
二
十
八
日

過
刻
御
面
謁
之
末
御
申
聞
有
之
候
京
都
府
知
参
事
裁
判
二
付
、

陪
審
被
設
候
一

条
、
昨
日
紙
面
ヲ
以
相
伺
置
、

直
二
申
上
候
義
も
有
之
候
間
、

　
　
六
年
第
九
月
二
十
八
日

江
藤
参
議
殿

又
侯
今
日
上
陳
書
も
差
出
、
且
太
政
大
丞
殿
江

左
様
御
承
知
被
成
置
度
、
此
段
申
進
候
也
、

島
本
司
法
三
等
出
仕

樺
山
司
法
三
等
出
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
八
㎝
　
囲
0
1
3
－
1
3
7
一

編
者
註

①
島
本
忠
道
一
一
八
一
…
丁
一
八
九
三
一
は
土
佐
藩
士
、
名
は
審
次
郎
。
江
藤

　
に
信
頼
さ
れ
、
明
治
五
年
司
法
大
丞
、
そ
の
後
大
検
事
、
警
保
頭
な
ど
を
歴

　
任
。
明
治
六
年
政
変
で
下
野
、
そ
の
後
は
白
由
民
権
運
動
に
従
う
。

②
樺
山
資
綱
（
一
八
三
四
－
一
八
七
九
一
は
鹿
児
島
藩
士
。
明
治
四
年
に
司
法

　
省
三
等
出
仕
、
明
治
六
年
政
変
で
島
本
と
と
も
に
下
野
し
、
明
治
十
年
の
西

　
甫
の
役
に
参
加
。
長
崎
の
獄
舎
で
没
す
。

③
こ
の
書
翰
は
司
法
省
二
十
行
罫
紙
。

五
七
　
樺
山
資
綱
書
翰

　
1
　
〔
明
治
六
年
〕
一
一
月
二
十
七
日

御
麓
疾
篤
と
御
養
療
奉
祈
侯
、
楠
田
も
今
日
所
労
故
、
フ
ス
ケ
罷
出
儀
者
松
下

へ
申
述
候
処
、
チ
フ
ス
ケ
ヘ
掛
合
置
候
付
、
昼
後
何
分
可
申
上
候
得
共
、
一
先

参
楼
之
積
り
申
上
置
差
越
と
の
返
答
二
御
坐
候
よ
し
、
尊
翰
者
楠
田
方
へ
別
紙

奉
添
相
廻
可
申
候
、
此
段
御
報
申
上
候
也

　
　
二
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
山
大
丞



4

江
藤
卿
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囮
0
1
3
－
1
3
8
）

編
者
註

①
楠
旧
は
後
山
…
六
八
の
楠
田
英
世
。

②
フ
ス
ケ
Ω
8
『
鷺
雰
；
看
昇
雲
巨
『
一
一
八
四
六
－
一
九
三
七
一
は
明
治
五

　
年
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
人
法
律
顧
問
と
し
て
来
日
、
明
法
寮
一
そ
し
て
司
法
省

　
法
学
校
一
で
法
学
教
育
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
江
藤
が
推
進
し
て
い
た
民

　
法
起
草
に
も
関
与
し
た
。

③
チ
フ
ス
ケ
一
）
目
｝
o
冨
君
県
≧
σ
賢
o
ζ
ま
ω
二
八
三
七
－
一
八
八
二
一
は

　
明
治
初
年
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
付
通
訳
と
し
て
滞
在
、
後
に
日
本
政
府
雇
と

　
な
っ
て
左
院
に
出
仕
。
な
お
ブ
ス
ケ
と
デ
ュ
・
ブ
ス
ケ
に
つ
い
て
は
手
塚
豊

　
「
明
治
法
制
史
上
に
お
け
る
デ
ュ
・
ブ
ス
ケ
と
プ
ス
ケ
」
一
『
明
治
文
化
」
第

　
十
五
巻
第
十
二
号
）
参
照
。

2
　
　
　
　
三
月
三
十
一
日

一
巻
封
一
「
江
藤
卿
公上

呈

樺
山
資
綱

」

取
縮
申
上
候
、
其
件
肺
肝
二
銘
シ
、
尚
甥
も
今
朝
参
候
二
付
承
候
処
、
存
外
別

段
之
事
二
而
、
俸
今
日
国
元
5
参
候
段
、
申
来
候
を
致
案
内
候
事
之
由
、
金

ヲ
失
候
儀
二
御
坐
候
、
此
段
一
寸
申
上
置
候
也

　
　
三
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
山
資
綱

　
江
藤
卿
公

追
而
、
沢
先
生
五
六
日
方
、
国
元
出
帆
か
と
承
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
七
㎝
四
0
1
3
－
1
3
9
）

3
　
　
　
　
六
月
四
日

拝
啓
、
御
請
合
仕
置
候
薩
摩
か
す
り
、
是
迄
贋
物
且
下
料
品
ヲ
見
候
而
已
二

而
、
長
々
手
二
人
不
申
、
も
ふ
ハ
御
用
済
二
相
成
候
哉
も
難
計
候
得
共
、
近
日

致
着
候
も
の
幸
持
参
致
居
、
時
二
白
島
壱
反
余
程
物
相
加
り
居
、
難
曳
離
シ
と

の
事
二
御
坐
候
、
近
年
品
位
相
劣
り
御
周
旋
申
上
候
も
愉
快
二
無
御
坐
候
得

共
、
一
寸
見
得
来
侯
ま
・
御
覧
二
入
申
候
間
、
御
気
向
次
第
二
御
坐
候
品
物
相

添
、
此
段
奉
得
御
意
候
、
頓
首

　
　
六
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
山
資
綱

　
江
藤
新
平
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
1
4
0
一

4
　
　
　
　
　
六
月
六
日

一
、
白
か
す
り
島
壱
反

　
　
　
代
金
六
両
弐
歩

一
、
黒
小
か
す
り
壱
反

　
　
　
代
金
十
四
両

一
、
右
同
大
か
す
り
壱
反

　
　
　
代
金
十
五
両
二
歩

右
之
通
健
二
御
請
取
申
上
候
也

　
　
六
月
六
日

　
江
藤
公

樺
山
資
綱
（
印
）

二
枚
一
八
㎝
困
0
1
3
i
1
4
1
一



江藤新平関係文書紳

5
　
　
　
　
六
月
七
目

一
巻
封
一
「
江
藤
参
議
殿

退
出
よ
り
参
楼
被
仰
聞
趣
、

二
而
、
出
勤
無
御
坐
候
故
、

　
　
六
月
七
目

　
江
藤
様

6
　
〔
明
治
六
年
〕

貴
酬

樺
山
資
綱

」

承
知
仕
候
、
貴
官
初
御
受
仕
候
、
楠
田
壱
人
病
気

申
遣
見
可
申
候
、
此
段
御
報
迄
申
上
置
候
也

十
一
月
二
十
日

一
封
筒
一
「
江
藤
新
平
閣
下床

下

（
一
枚
二
〇
㎝

樺
山
資
綱

」

樺
山
資
綱

囮
0
1
3
－
1
4
2
一

辞
表
後
絶
而
御
疎
情
仕
候
鹿
、
御
壮
剛
奉
大
賀
候
、
い
つ
そ
や
参
楼
労
申
承
及

侯
得
共
、
い
ま
た
御
不
沙
汰
多
罪
之
至
二
御
座
侯
、
正
院
よ
り
布
達
之
日
誌
類

送
達
相
成
居
候
付
、
猶
御
仕
送
申
上
候
、
御
請
取
可
被
下
候
、
拝
謁
可
奉
得
御

意
候
也

　
　
十
一
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
山
資
綱

　
江
藤
公
閣
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囮
O
1
3
－
1
4
3
）

　
　
編
者
註

①
「
辞
表
」
と
は
、
明
治
六
年
十
月
二
十
四
日
の
参
議
辞
表
を
さ
す
。

　
で
は
二
十
五
日
に
辞
令
を
出
し
、
江
藤
に
御
用
滞
在
を
命
じ
た
。

7
　
〔
明
治
六
年
〕
五
月
五
日

（
巻
封
）

　
　
　
　
　
　
　
　
樺
山
資
綱

「
江
藤
参
議
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
島
本
仲
道

　
　
　
　
　
至
急
御
親
折

」

太
政
官

昨
夜
者
恐
棟
之
至
二
奉
存
候
、
就
而
者
今
朝
離
宮
江
罷
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

天
機
を
奉
伺
候
而
可
然
と
奉
存
候
得
共
、
猶
御
都
合
拝
承
仕
度
、
□
ロ
ニ
、
火

災
之
原
由
ハ
確
然
相
分
居
候
儀
二
可
有
之
哉
、
不
分
明
之
次
第
も
候
ハ
・
取
調

候
差
配
も
御
座
侯
問
、
此
段
不
取
敢
奉
伺
置
候
也
、
早
々
頓
首

　
　
五
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
団
0
1
3
－
1
4
4
）

　
　
編
者
註

　
　
①
明
治
六
年
五
月
五
日
午
前
一
時
二
十
分
皇
城
炎
上
、
四
時
三
十
分
漸
く
鎮
火

　
　
　
し
た
。

五
八
　
鎌
田
宗
五
良
書
翰

1
　
明
治
五
年
五
月
二
十
九
日

　
口
上

今
般
鹿
児
島
縣
大
山
参
事
同
列
上
京
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
罷
一

基
々
私
事
於
縣
刑
法
局
江
身
ヲ
寄
セ
熊



四

在
侯
処
、
追
々
御
変
遷
ニ
テ
開
化
之
段
奉
承
知
、
因
而
愚
昧
乍
短
才
不
顧
恐
縮

ヲ
司
法
省
江
身
命
ヲ
投
チ
一
端
之
　
御
奉
公
念
願
希
望
二
奉
存
居
候
処
、
右
大

山
ヨ
リ
尊
君
江
旨
趣
椅
頼
仕
呉
与
之
義
候
得
共
、
既
二
同
人
ニ
モ
帰
縣
相
成
、

就
テ
ハ
高
崎
五
六
ヲ
以
御
汲
請
被
成
下
置
候
由
、
誠
以
難
有
奉
存
候
、
此
末
猶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
簑
カ
一

宜
敷
様
、
偏
二
為
歎
願
昇
棲
仕
侯
、
且
推
参
之
段
ハ
奉
象
仁
免
侯
、
敬
白

　
　
壬
申
五
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
縣
鎌
田
宗
五
良

　
江
藤
新
平
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
1
4
5
）

　
　
編
者
註

　
　
①
高
崎
五
六
二
八
三
六
－
一
八
九
六
一
は
薩
摩
藩
士
、
明
治
五
年
四
月
に
中

　
　
　
議
官
、
同
年
十
月
八
日
二
等
議
官
。

五
九
　
鳥
丸
宰
相
書
翰

1
　
〔
明
治
元
年
〕

十
月
九
日

一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
殿

少
々
談
じ
度
有
之
候
間
、

　
　
十
月
九
日

烏
丸
宰
相
」

小
子
宅
へ
入
来
頼
侯
事一

一
枚
一
九
㎝
囮
0
1
3
－
1
4
6
一

編
者
註

①
烏
丸
宰
相
は
烏
丸
光
徳
の
こ
と
。
光
徳
は
、

　
明
治
元
年
十
一
月
七
日
ま
で
東
京
府
知
事
。

慶
膳
四
年
八
月
二
十
日
よ
り

六
〇
　
岸
良
兼
良
書
翰

1
　
〔
明
治
六
年
〕

四
月
八
目

一
封
筒
一
「
江
藤
司
法
卿
殿

岸
良
司
法
少
丞
」

拝
啓
、
春
和
之
候
益
御
健
康
可
被
相
成
御
起
居
、
奉
遥
賀
候
、
随
而
私
共
一
行

中
皆
無
事
、
河
野
ハ
千
今
龍
動
二
罷
在
候
一
幸
二
御
安
慮
可
被
下
侯
、
當
所
取

調
も
粗
相
片
付
候
付
、
當
月
末
河
野
も
打
寄
同
し
く
各
國
へ
出
向
候
筈
二
御
坐

候
、
扱
厳
命
を
蒙
り
侯
教
師
御
雇
之
儀
、
即
6
鮫
島
弁
理
公
使
へ
も
打
合
、

尤
大
使
へ
も
申
出
、
手
数
二
及
居
候
段
ハ
佐
々
木
大
輔
殿
な
ど
帰
朝
、
委
曲
御

承
知
被
下
候
半
と
奉
存
候
、
其
後
現
地
二
お
ひ
て
申
談
候
趣
も
有
之
、
先
此
涯

佛
6
両
人
と
目
的
を
定
メ
、
既
ニ
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ト
」
と
申
人
十
分
之
者
と
見

込
、
御
雇
談
判
二
及
候
慮
、
段
々
過
當
之
望
も
有
之
、
其
意
二
魔
し
難
き
所
6

不
得
止
破
談
二
及
ひ
、
此
上
ハ
司
法
卿
へ
示
談
を
遂
ケ
、
裁
判
官
を
御
雇
相
成

度
事
二
決
し
、
當
時
周
旋
中
二
候
得
共
、
鮫
島
公
使
ハ
魯
西
亜
滞
在
中
二
有

之
、
ブ
ス
ケ
氏
位
ノ
人
物
二
候
得
者
別
段
ノ
手
数
二
不
及
、
直
チ
ニ
調
ひ
侯
事

二
候
得
共
、
兼
而
御
沙
汰
ノ
通
可
相
成
上
等
ノ
人
を
得
度
候
得
者
、
実
二
意
の

如
く
な
ら
さ
る
儀
の
ミ
ニ
有
之
、
終
今
日
辻
遷
延
い
た
し
居
候
段
、
畢
寛
私
不

行
届
よ
り
之
事
と
、
甚
恐
縮
罷
在
候
、
爾
後
連
も
油
断
者
不
仕
候
問
、
此
段
御

聞
置
奉
願
候
、
○
去
ル
五
日
不
図
も
中
井
着
巴
二
相
成
、
御
地
ノ
御
様
子
承
リ

侯
処
、
定
額
金
一
条
六
ヶ
し
く
相
成
、
御
辞
表
辻
も
御
差
出
相
成
候
申
御
配

慮
恐
察
仕
候
、
O
私
二
者
前
月
廿
二
日
ち
田
舎
廻
リ
仕
、
近
日
帰
府
仕
候
、
何

方
二
罷
越
候
而
も
法
律
一
定
、
裁
判
所
取
扱
向
等
皆
一
轍
、
巴
里
二
相
替
ル
事
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無
之
候
、
先
ハ
御
伺
妾
如
此
御
坐
候
、

　
　
四
月
八
日

　
江
藤
司
法
卿
殿

時
下
御
自
重
奉
祈
候
也

（
一
枚
二
一

岸
良
兼
良

㎝
　
団
0
1
3
－
1
4
7
）

編
者
註

①
岸
良
兼
良
二
八
三
七
－
一
八
八
…
は
薩
摩
藩
士
。
明
治
四
年
十
月
に
司

　
法
省
権
中
判
事
。
明
治
五
年
六
月
に
江
藤
欧
州
派
遣
随
行
を
命
じ
ら
れ
渡
欧

　
（
江
藤
は
渡
欧
で
き
ず
）
。
明
治
五
年
八
月
五
日
、
司
法
少
丞
兼
司
法
権
大
検

　
事
に
任
じ
ら
れ
た
。
明
治
六
年
九
月
、
帰
国
。

②
河
野
は
河
野
敏
鎌
（
一
八
四
四
－
一
八
九
五
一
。

③
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
招
聰
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
泰
甫
『
日
本
近
代
法
の
父
ボ
ア

　
ソ
ナ
ア
ド
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
一
参
照
。

④
中
井
と
は
四
等
議
官
中
丼
弘
二
八
三
八
－
一
八
九
四
）
の
こ
と
か
。

⑤
定
額
金
一
条
は
、
司
法
省
一
江
藤
）
と
大
蔵
省
一
井
上
）
の
予
算
額
に
つ
い

　
て
の
争
い
の
こ
と
か
。

2
　
〔
明
治
五
年
〕

四
月
二
十
九
日

蕃
封
一
「
江
藤
卿
閣
下
」

謹
啓
、
兼
而
奉
願
候
御
航
海
二
付
、
随
行
被
仰
付
度
儀
、
何
方
江
申
立
候
て
も

閣
下
之
思
召
次
第
二
有
之
、
閣
下
御
口
出
し
さ
へ
被
下
候
得
者
世
話
い
た
し
可

遣
段
、
承
る
事
二
御
坐
侯
、
未
タ
御
拝
命
も
無
之
内
、
毎
日
御
追
り
奉
申
上
候

儀
、
甚
恐
縮
仕
候
得
共
、
生
涯
之
懇
願
不
能
止
、
偏
二
御
侍
頼
仕
候
問
、
宜
御

含
置
、
呉
々
奉
願
上
候
、
頓
首

　
　
四
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
良
拝

3
　
　
〔
明
治
五
年
〕

五
月
九
日

一
巻
封
一
「
江
藤
卿
様

岸
良
兼
養
」

謹
啓
、
志
願
一
条
厚
ク
御
聞
込
被
下
居
候
段
ハ
高
崎
よ
り
も
承
知
仕
屠
、
此
上

ク
ド
く
シ
ク
奉
願
候
儀
、
思
召
如
何
と
恐
縮
仕
候
箕
、
御
期
限
も
追
日
近

寄
、
益
切
迫
罷
在
候
、
右
二
付
甚
恐
人
候
得
共
、
近
々
御
参
省
不
被
為
叶
候

ハ
・
、
其
内
御
書
中
ニ
テ
御
取
極
被
下
候
儀
者
相
叶
間
敷
哉
、
實
二
自
由
ケ
マ

シ
キ
申
上
様
深
く
恐
入
侯
得
共
、
至
願
之
鹸
不
顧
前
後
、
此
段
歎
願
仕
候
、
頓

首　
五
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
ニ
ハ
㎝
囲
0
1
3
－
1
4
9
）

　
　
編
者
註

　
　
①
高
崎
は
既
出
の
高
崎
五
六
で
あ
ろ
う
。

4
　
〔
明
治
五
年
〕
九
月
九
日

一
巻
封
一
「
江
藤
卿
様

岸
良
兼
養
」

尊
書
拝
見
仕
候
、
御
暇
参
朝
之
儀
二
付
、
別
紙
御
添
御
申
越
被
下
候
趣
、
委
曲

承
知
仕
侯
、
将
又
明
朝
参
朝
懸
高
邸
へ
罷
出
候
趣
、
是
又
拝
承
仕
候
、
来
人
中

御
請
辻
、
勿
々
頓
首

　
　
九
月
九
日



皿

　
5
　
〔
明
治
五
年
〕
九
月
十
一
日

　
　
一
包
紙
一
「
江
藤
卿
殿
　
　
岸
良
少
丞
」

拝
上
、
私
儀
今
日
出
立
之
心
得
二
御
坐
候
処
、
出
船
も
彌
十
四
日
暁
二
相
成
候

段
報
知
も
有
之
、
然
処
一
昨
日
已
来
風
邪
二
感
じ
、
今
朝
甚
不
氣
色
、
未
臥
床

罷
在
候
位
御
坐
候
間
、
十
三
日
早
天
出
立
二
相
決
し
、
両
日
保
養
仕
度
奉
存

候
、
今
朝
可
奉
伺
旨
奉
申
上
置
候
付
、
此
段
御
届
御
断
奉
申
上
候
、
い
つ
れ
其

内
二
参
上
御
暇
乞
仕
度
奉
存
候
、
謹
一
言

　
　
九
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
良
拝

　
江
藤
卿
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
五
㎝
　
囮
0
1
3
－
1
5
！
一

六
一
　
〔
　
〕
喜
四
郎
書
翰

　
1
　
〔
　
〕
六
月
二
日

　
　
一
巻
封
一
「
御
隠
居
様
　
喜
四
郎
」

御
案
内
申
上
侯
、
今
日
者
昇
進
被
仰
付
、
難
有
仕
合
奉
存
上
侯
、
不
取
敢
身
祝

与
し
て
一
献
差
上
度
奉
存
候
間
、
　
御
孫
子
様
方
御
同
導
被
下
、
昼
後
5
御
入

被
下
度
奉
待
上
候
、
か
し
く

　
　
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囮
O
1
3
－
1
5
2
一

　
　
編
者
註

　
　
①
喜
四
郎
は
佐
賀
藩
士
浦
忠
左
衛
門
の
次
男
で
、
福
岡
清
兵
衛
の
養
子
と
な
っ

　
　
　
た
福
岡
義
辮
一
一
八
三
四
－
一
九
一
四
一
。
維
新
後
、
東
京
府
に
出
仕
、
後

　
　
　
に
警
視
庁
に
職
を
奉
じ
、
明
治
二
十
三
年
以
降
、
宮
家
の
子
弟
の
訓
導
に
従

　
　
　
事
。
江
藤
新
平
の
母
浅
子
は
浦
忠
左
衛
門
の
妹
で
あ
る
か
ら
、
喜
四
郎
と
江

　
　
　
藤
と
は
従
兄
弟
の
関
係
に
な
る
。

　
2
　
〔
明
治
五
年
〕
八
月
一
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
喜
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
上
呈
　
　
　
　
」

御
小
児
様
御
病
気
御
配
慮
被
遊
候
儀
与
奉
存
候
、
少
々
御
窺
申
上
度
義
御
座
候

間
、
后
刻
御
閑
隙
之
折
拝
謁
奉
願
候
、
且
又
今
朝
者
安
東
十
郎
義
、
故
廣
沢
氏

関
係
賊
之
一
条
二
付
、
一
往
申
上
度
候
閲
、
乍
御
面
倒
拝
謁
被
成
下
候
様
、
前

以
少
子
ム
も
御
願
申
上
呉
候
様
、
分
而
頼
入
侯
間
、
何
卒
御
聞
取
被
下
度
奉
願

候
、
此
旨
妾
申
上
置
候
、
頓
首

　
　
八
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
1
5
3
〕

　
　
編
者
註

　
　
①
安
藤
十
郎
は
薩
摩
藩
士
の
安
藤
則
命
二
八
二
八
－
一
九
〇
九
一
。
明
治
五

　
　
　
年
五
月
避
卒
総
長
、
同
年
八
月
警
保
助
。

　
　
②
廣
沢
氏
は
明
治
四
年
正
月
九
日
に
暗
殺
さ
れ
た
参
議
廣
沢
真
臣
。
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六
二
　
北
川
泰
明
書
翰

〔
明
治
四
年
〕
四
月
一
一
十
九
日

恭
啓
、
御
不
例
如
何
被
為
入
候
哉
、
追
日
御
快
復
と
奉
存
候
へ
共
、
尚
御
撮
養

専
一
二
奉
薦
候
、
先
夜
ハ
参
上
種
々
御
馳
走
頂
戴
、
殊
二
大
長
坐
奉
拝
謝
候
、

然
ハ
其
御
御
願
申
上
置
侯
小
生
北
海
道
行
之
儀
、
何
卒
恐
入
候
へ
共
、
御
序
之

節
西
邨
君
へ
宜
敷
御
頼
被
仰
入
被
下
候
様
、
偏
二
奉
願
候
、
以
参
御
願
可
申
上

候
へ
共
、
毎
々
御
面
倒
申
上
候
ハ
却
而
恐
入
候
儀
と
存
、
乍
失
敬
以
書
中
御
依

頼
申
上
侯
、
何
分
二
も
御
差
含
之
程
奉
希
上
候
、
鹸
ハ
萬
々
期
拝
趨
之
時
候
、

恐
々
頓
首

　
　
四
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
川
泰
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝

　
江
藤
尊
豪

　
　
　
　
　
侍
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
六
㎝
団
0
1
3
－
1
5
4
）

　
　
編
者
註

　
　
①
北
川
泰
明
一
？
－
一
八
七
八
一
は
彦
根
藩
足
軽
出
身
、
名
は
徳
之
丞
。

2
　
〔
明
治
四
年
〕

五
月
十
一
日

恭
啓
、
梅
雨
之
候
、
欝
敷
御
坐
候
慮
、
益
御
清
穆
被
為
入
奉
敬
賀
候
、
先
夜
ハ

参
堂
、
乍
例
御
馳
走
頂
戴
、
殊
二
西
邨
君
へ
御
引
合
被
成
下
、
萬
々
難
有
奉
拝

謝
侯
、
随
而
頻
二
北
行
之
心
積
罷
在
候
得
共
、
何
分
金
策
難
相
調
、
彼
是
未
タ

取
極
不
申
上
侯
、
尚
此
上
宜
敷
御
含
御
引
立
之
程
、
偏
二
奉
懇
願
候
、
将
又
尊

豪
御
洋
行
不
遠
御
出
立
被
為
在
候
御
儀
二
付
而
ハ

ん
、
随
身
之
御
用
等
被
卯
付
戻
様
仕
度
奉
伺
候
、

候
、
恐
々
敬
白

　
　
五
月
十
一
日

　
江
藤
尊
豪

　
　
　
　
侍
側

　
追
而
、
麓
末
之
白
葡
萄
之
壷
、

候
、
又
拝

六
三
　
北
島
秀
朝
書
翰

1
　
〔
慶
応
四
年
〕

、
何
角
御
事
多
御
坐
候
ハ

右
御
礼
努
左
右
泣
呈
寸
楮

北
川
泰
明

　
　
　
再
拝

有
合
二
任
せ
呈
上
仕
候
、
御
叱
留
可
被
成
嘆

五
月
二
十
一
一
日

（
一
枚
一
六
㎝
囲
0
1
3
1
1
5
5
一

〔
前
文
欠
〕

〔
不
都
〕
合
二
御
座
候
故
、
可
相
成
者
今
日
之
鹿
出
勤
御
免
被
仰
附
候
様
仕
度
、

此
段
各
様
辻
申
上
候
、
宜
敷
御
執
達
奉
希
候
、
草
々
不
具

　
　
五
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
嶋
千
太
郎

　
土
方
大
一
郎
様

江
藤
新
平
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
一
〇
㎝
　
困
0
1
3
－
1
5
6
一



舛

編
者
註

①
北
島
千
太
郎
は
水
戸
藩
士
の
北
島
秀
朝
（
一
八
四
二
－
一
八
七
七
一
。

　
四
年
五
月
に
民
政
裁
判
所
判
事
助
。

②
土
方
大
一
郎
は
土
佐
藩
士
の
土
方
久
元
（
一
八
三
一
一
丁
一
九
一
八
一
。

　
四
年
五
月
十
一
日
に
江
戸
府
判
事
。
江
藤
も
江
戸
府
判
事
。

2
　
〔
慶
応
四
年
〕
六
月
五
日

　
　
　
　
江
藤
新
平
殿

　
一
巻
封
一
「

　
　
　
　
横
川
源
蔵
殿

北
島
千
太
郎
」

慶
応

慶
応

以
書
面
得
貴
意
侯
、
然
者
私
共
病
気
今
以
全
快
不
致
、
何
共
御
繁
務
中
恐
入

候
得
共
、
不
悪
御
汲
取
可
被
下
候
、
扱
又
過
日
粗
御
咄
申
入
候
替
地
糸
印
紙

税
法
之
儀
、
江
戸
町
人
佐
兵
衛
与
歎
申
者
江
御
委
任
二
相
成
、
彼
之
者

　
亨
二

神
名
川
宿
江
出
張
罷
在
、
夫
々
上
納
向
尽
力
之
様
子
二
者
候
得
共
、
中
二
者

衆
人
之
心
二
離
叛
い
た
し
候
行
も
有
之
趣
二
而
、
神
奈
川
邊
之
人
気
者
勿

論
、
遠
國
よ
り
右
品
持
参
り
候
者
も
何
歎
憤
瀬
致
候
次
第
、
遣
々
少
子
共
泣

相
聞
候
間
、
神
奈
川
宿
役
人
共
ヲ
被
召
、
能
々
御
詮
議
被
為
在
度
御
儀
ト
奉

存
侯
事

一
、
是
造
糸
伸
間
と
称
ヒ
来
リ
候
者
弐
拾
四
人
、
何
れ
も
於
府
内
テ
も
大
商
二

候
慮
、
今
般
右
佐
兵
衛
と
申
者
江
御
委
任
被
仰
付
候
よ
り
甚
失
望
之
様
子
二

而
、
弐
十
四
人
之
者
5
見
込
書
小
子
辻
差
出
有
之
候
間
、
則
入
御
覧
候
間
、

此
儀
能
々
御
詮
議
被
為
在
度
奉
存
候
事
、
右
者
病
中
閾
席
之
身
二
而
申
上
候

儀
恐
縮
之
至
二
存
候
得
共
、
各
様
泣
申
入
候
間
、
宜
御
詮
議
之
程
、
奉
希

候
、
以
上

　
六
月
五
日

江
藤
新
平
殿

横
川
源
蔵
殿

編
者
註

①
横
川
源
蔵
も
江
藤
や
北
島
と
同
様
、

3
　
〔
慶
応
四
年
〕

八
月
七
日

北
島
千
太
郎

一
一
枚
二
〇
㎝
　
囮
0
1
3
－
1
5
7
一

東
京
府
判
事
。

一
翰
拝
呈
、
追
日
秋
冷
相
益
候
得
共
、
愈
御
安
壮
奉
欣
賀
侯
、
陳
者
小
生
去
月

廿
六
日
無
異
上
京
候
間
、
御
安
意
可
被
下
候
、
尤
海
上
ニ
テ
船
器
之
破
損
等
有

之
、
空
ク
五
六
日
滞
泊
い
た
し
、
遅
遠
二
及
候

一
、
小
生
出
府
之
節
御
談
合
申
上
候
事
件
、
岩
相
公
始
諸
官
へ
申
立
候
鹿
、
衆

議
同
意
二
者
御
座
候
得
共
、
難
決
事
件
三
四
ヵ
条
有
之
、
苦
心
此
事
二
御
座
候

一
、
會
計
之
一
事
、
種
々
議
算
有
之
候
得
共
、
未
其
決
ヲ
不
得

一
、
御
東
幸
二
付
而
者
街
遣
者
勿
論
、
関
東
之
土
民
ヲ
シ
テ
一
ツ
之
磯
渇
ナ
カ

ラ
シ
メ
、
不
日
二
聖
武
ヲ
弘
廟
し
奉
り
候
様
仕
度
ト
ノ
廟
議
紛
々
有
之
候
得

共
、
未
其
決
ヲ
不
得

一
、
徳
川
よ
り
願
出
候
旗
下
御
救
助
等
之
儀
、
諸
説
不
少
候
得
共
、
是
又
其
決

ヲ
不
得

一
、
御
廟
議
御
決
定
相
成
侯
上
者
、
神
速
東
京
へ
御
合
算
被
遊
、
其
上
行
幸
之

御
日
限
等
も
御
定
め
二
可
相
成
御
都
合
二
候
得
共
、
右
等
之
事
件
未
定
之
事

故
、
可
相
成
者
決
定
之
上
帰
府
可
致
旨
、
旧
主
人
6
も
被
申
聞
候
間
、
乍
遺
憾

滞
京
罷
在
候
、
尤
此
上
者
速
二
帰
府
之
心
得
二
候
得
共
、
今
暫
ク
遅
遠
二
可
及
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字
奉
存
侯
間
、
此
段
條
相
公
始
宜
敷
被
仰
立
候
様
奉
願
侯
、
早
略
奉
呈
、
謹
言

　
　
八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
千
太
郎

　
江
藤
新
平
様

　
島
團
右
衛
門
様

尚
々
、
大
久
保
氏
始
其
外
御
同
勤
中
へ
も
可
申
入
之
鹿
、
繁
用
不
得
寸
暇
、
其

意
二
不
克
候
間
、
両
先
生
6
宜
ク
御
傳
達
被
下
候
様
奉
翼
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
〇
㎝
　
四
〇
1
3
1
1
5
8
）

六
四
　
北
島
時
之
助
書
翰

1
　
　
　
　
正
月
十
日

一
巻
封
一
「
江
藤
五
位
様貴

報

北
島
時
之
助

」

尊
翰
拝
読
仕
候
、
然
者
御
出
勤
之
儀
、
外
御
用
二
付
御
欠
席
云
云
、
委
細
承
知

仕
侯
、
右
早
略
御
答
而
已
如
斯
二
御
座
侯
、
謹
拝

　
　
正
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囮
0
1
3
－
1
5
9
）

　
　
編
者
註

　
　
①
北
島
時
之
助
は
六
一
二
の
北
島
千
太
郎
と
同
一
人
物
。

六
五
　
北
島
秀
朝
書
翰

1
　
〔
明
治
五
年
〕

二
月
十
九
日

爾
来
益
御
安
静
奉
恭
賀
候
、
陳
者
小
子
今
般
和
歌
山
縣
権
令
被
仰
付
候
二
付
、

不
日
縣
地
へ
襲
足
可
仕
与
奉
存
候
二
付
而
者
、
其
前
一
日
御
離
盃
ヲ
相
催
度
存

罷
在
候
処
、
過
日
土
方
氏
二
面
會
之
節
猿
若
町
戯
場
行
可
致
旨
相
約
し
有
之
候

間
、
甚
恐
入
候
得
共
、
別
段
御
差
支
も
不
被
為
在
候
ハ
・
、
明
後
廿
一
日
早
朝

6
別
紙
町
名
書
之
所
ま
て
御
光
駕
被
下
度
奉
希
候
、
尤
遠
方
御
来
臨
ヲ
促
し

候
而
も
格
別
御
欝
散
と
申
程
之
義
も
無
之
与
奉
存
候
得
共
、
御
運
動
券
御
出
か

け
之
程
、
伏
テ
奉
願
候
、
書
外
尚
拝
芝
、
萬
々
可
申
上
、
先
者
右
御
案
内
泣
申

上
度
、
勿
々
頓
首

　
　
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
秀
朝

　
江
藤
盟
閣
下

　
　
　
　
　
侍
童

尚
々
明
後
中
一
日
者
晴
雨
と
も
早
朝
よ
り
御
来
臨
奉
願
候
、
外
二
来
人
と
て
ハ

無
之
、
土
方
増
田
之
両
干
二
有
之
候
間
、
無
御
心
懸
、
御
出
可
か
け
被
下
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
六
㎝
四
〇
1
3
－
1
6
0
一

　
　
編
者
註

　
　
①
北
島
秀
朝
は
六
三
、
六
四
の
北
島
千
太
郎
、
北
島
時
之
助
と
同
一
人
物
。

　
　
②
増
田
は
明
法
大
属
の
増
田
賛
一
？
－
一
九
〇
二
一
。

”



声

六
六
　
北
畠
治
房
書
翰

閣
下
」

1
　
〔
明
治
五
年
〕
十
月
五
日

一
封
筒
表
一
「
江
藤
尊
豪
公

＾
封
筒
裏
一

　
　
　
　
　
請
親
展

「
壬
申
十
月
五
日
夜

北
畠
治
房

　
　
　
　
」

白
在
山
梨
裁
判
所
⑩
」

謹
啓
、
楓
樹
紅
葉
之
際
、
尊
蔓
如
何
御
渡
被
為
在
候
哉
、
令
命
負
荷
、
赴
任
已

来
殆
三
旬
、
何
等
之
義
も
不
奉
伺
、
失
敬
多
罪
々
々
、
然
者
今
般
水
野
中
検

事
、
去
月
出
立
之
節
、
被
仰
含
置
候
義
も
有
之
趣
ヲ
以
、
一
時
帰
省
之
旨
被
申

出
候
二
付
、
任
其
意
、
明
六
日
此
地
襲
途
之
都
合
、
依
而
ハ
當
境
之
景
況
同
人

目
撃
之
義
二
付
、
付
其
口
頭
別
段
具
上
不
仕
、
猶
又
水
野
へ
相
托
し
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
マ
ヱ

件
々
、
首
従
随
行
軽
重
、
谷
村
分
支
裁
判
倹
事
警
保
職
掌
権
衡
、
其
他
鎖
末
之

廉
々
ハ
御
本
省
大
少
丞
方
泣
猶
同
人
ム
可
伺
呉
候
間
、
内
外
御
聞
上
可
然
至

急
之
御
沙
汰
之
程
奉
伏
願
候
、
猶
事
務
不
馴
、
殊
二
夜
徹
之
才
カ
ニ
就
而
ハ
、

万
端
不
都
合
之
始
末
ハ
水
野
ヲ
以
慎
僅
御
詫
申
上
可
呉
筈
、
萬
御
海
滴
之
恩
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
裁
カ
一

企
望
仕
候
、
先
ハ
菅
時
令
御
伺
辻
奉
捧
空
封
候
ノ
ミ
、
恐
僅
粛
□

　
　
十
月
五
日
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
畠
治
房

　
卿
公
尊
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
四
0
1
3
－
1
6
！
）

2
　
明
治
六
年
四
月
一
一
十
五
日

一
巻
封
一
「
江
藤
参
議
公

謹
啓
、
新
緑
之
候
、
益
御
勇
健
御
奉
職
被
為
在
、
奉
欣
喜
候
、
陳
者
今
般
緒
構

御
昇
進
之
段
、
邦
家
之
幸
福
不
可
過
之
、
奉
大
賀
候
、
為
其
捧
祝
表
侯
、
猶
期

後
慶
候
也
、
恐
僅
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
畠
治
房

　
　
六
年
四
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
三
八
㎝
　
囮
0
1
3
－
1
6
2
）

六
七
　
木
戸
孝
允
書
翰

1
　
〔
明
治
三
年
〕

六
月
二
十
八
日

一
封
筒
表
一
「
江
藤
様

一
巻
封
一
「
江
藤
盟
蔓 　

　
木
戸
　
　
　
一
封
筒
裏
一

御
直
披
　
　
　
」

内
密
御
直
折

允　
」

「
七
十
二
号
」

　
　
乱
筆
高
恕
、
尚
御
投
火
御
願
候
、
拝

拝
啓
、
昨
日
一
書
呈
上
仕
、
其
御
答
を
不
相
窺
、
無
余
儀
々
有
之
、
外
出
仕
候

鹿
、
　
御
光
来
玉
わ
り
候
由
、
甚
以
奉
恐
人
申
候
、
今
朝
参
上
可
申
上
と
奉
存

候
中
、
客
来
引
つ
・
き
不
図
時
剋
相
移
り
、
兎
角
之
内
昨
日
申
上
置
候
様
前
約

有
之
、
不
得
寸
暇
候
鹿
、
何
分
二
も
粗
申
上
候
一
条
ハ
速
二
御
相
談
申
上
、
御
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高
按
を
も
奉
窺
度
、
必
寛
為

皇
國
悲
泣
痛
歎
之
至
二
御
座
候
、
明
朝
右
ハ
柳
弟
も
故
障
無
御
座
候
間
、
御
都

合
を
窺
置
、
是
非
登
門
可
申
上
と
奉
存
候
、
い
つ
頃
参
上
仕
侯
而
可
然
哉
、
御

口
頭
御
示
し
玉
わ
り
候
様
奉
願
候
、
草
々
頓
首
、
拝

　
　
六
月
廿
八
日

尚
々
、
此
一
条
ハ
極
々
密
々
之
次
第
二
付
、
先
々
他
ヘ
ハ
何
と
も
御
無
言
こ
被

為
成
置
候
程
奉
願
候
、
根
本
よ
り
他
日
不
可
抜
之
患
害
を
醸
し
侯
而
ハ
、
実
二

新
造
之
舞
蔓
も
其
限
り
と
奉
存
候
、
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
六
㎝
囮
0
1
3
－
1
6
3
）

　
　
編
者
註

　
　
①
文
中
の
「
皇
國
悲
泣
痛
歎
之
至
」
と
は
、
明
治
三
年
三
月
、
明
治
政
府
が
釜

　
　
　
山
に
草
梁
倭
館
を
設
置
し
、
朝
鮮
に
国
書
を
渡
そ
う
と
し
た
が
、
朝
鮮
が
こ

　
　
　
れ
を
受
理
し
な
か
っ
た
一
件
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

2
　
〔
明
治
三
年
〕

七
月
六
目

一
巻
封
一
「
拝
復
　
　
　
孝
允
」

梁
雲
奉
拝
見
侯
、
先
以
　
御
清
福
奉
賀
侯
、
明
日
ハ
弟
も
参
朝
御
断
申
上
、
十

時
頃
よ
り
他
江
一
約
仕
置
候
二
付
、
外
出
仕
候
心
得
二
御
座
候
間
、
其
已
前
登

門
申
上
、
萬
相
窺
可
申
候
、
先
以
為
其
、
早
々
頓
首
、
拝
復

　
　
七
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
囲
0
1
3
－
1
6
4
）

六
八
　
楠
田
英
世
書
翰

1
　
〔
明
治
四
年
六
月
〕

一
巻
封
一
「
江
藤
様

一
一
十
九
日

楠
田
拝
」

御
男
子
御
出
生
之
由
、
恐
悦
之
至
不
過
之
奉
賀
候
、
扱
今
日
ハ
例
之
別
品
二

人
、
新
な
い
一
人
参
り
候
間
、
御
繰
合
を
以
、
第
二
字
頃
よ
り
御
出
浮
被
下

度
、
余
ハ
拝
芝
上
、
草
略

　
　
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
困
0
1
3
－
1
6
5
）

　
　
編
者
註

　
　
①
楠
田
英
世
（
一
八
三
〇
－
一
九
〇
六
一
、
佐
賀
藩
士
。
明
治
三
年
二
月
大
学

　
　
　
大
丞
、
同
年
閨
十
月
大
史
、
十
一
月
国
法
会
議
出
仕
、
明
治
四
年
八
月
司
法

　
　
　
少
判
事
。

　
　
②
御
男
子
と
は
、
江
藤
の
四
男
で
明
治
四
年
六
月
二
十
七
日
に
生
れ
た
用
四
郎

　
　
　
を
指
す
。

2
　
明
治
六
年
十
二
月
四
目

兼
テ
御
配
慮
有
之
候
佛
國
政
典
鵜
義
製
本
出
来
二
付
、
御
廻
申
候
、
御
落
手

有
之
度
侯
也
、

　
　
六
年
十
二
月
四
日
　
　
　
　
・

　
江
藤
正
四
位
殿

　
　
編
者
註

　
　
①
こ
の
書
翰
は
司
法
省
十
八
行
罫
紙
。

　
　
　
　
　
　
　
楠
田
英
世

（
一
枚
二
八
㎝
団
0
1
3
－
1
6
6
）



¢

3
　
〔
明
治
四
年
〕

一
巻
封
一

正
月
二
十
一
一
日

「
江
藤
堅
兄
　
　
楠
田
英
世

　
　
　
極
御
内
々
　
　
　
　
」

古
川
殉
死
一
件
、
一
統
江
不
相
及
侯
様
藩
よ
り
太
政
官
江
願
立
相
成
、
政
府
之

カ
ヲ
以
、
一
藩
之
鉄
制
相
仰
き
候
ハ
・
、
藩
之
体
裁
ヲ
モ
宜
敷
儀
と
奉
存
候

間
、
如
何
被
思
召
へ
く
哉
、
政
府
御
布
告
之
儀
も
取
柄
無
之
、
徒
二
御
互
之
相

談
二
出
候
も
事
実
不
可
然
と
可
存
、
此
段
申
上
辻
も
無
之
候
ヘ
ト
モ
、
幸
便
有

之
、
御
近
所
泣
使
之
者
差
出
侯
故
、
砦
為
急
事
二
も
有
之
、
為
可
得
貴
意
、
如

此
候
也

　
　
正
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
一
㎝
　
団
0
1
3
－
1
6
7
）

　
　
編
者
註

　
　
①
古
川
殉
死
一
件
と
は
、
明
治
四
年
一
月
二
十
一
日
、
古
川
松
根
（
一
八
一
一
二

　
　
　
－
一
八
七
一
）
が
鍋
島
直
正
の
後
を
追
っ
て
殉
死
し
た
こ
と
を
指
す
。

4
　
〔
明
治
四
年
〕

（
巻
封
）

二
月
二
十
一
日

「
江
藤
様
　
　
英
世

　
　
　
御
内
々
　
　
」

第
二
字
頃
よ
り
上
野
花
見
二
罷
越
度
、
定
而
御
存
知
之
御
事
と
奉
存
候
、
且
又

四
郎
心
配
二
而
、
先
生
へ
美
人
両
三
輩
入
貴
覧
度
旨
、
僕
宅
江
連
参
り
候
由
二

付
、
砦
其
思
召
ヲ
以
、
少
々
時
剋
も
御
引
揚
御
出
遊
可
被
下
、
為
御
知
、
如
此

候
也
、

　
二
月
廿
一
日

5
　
〔
明
治
五
年
〕

一
一
一
月
一
一
十
九
日

一
巻
封
一
「
江
藤
様御

親
展

楠
田
拝

」

一
一
枚
一
八
㎝
困
O
1
3
－
1
6
8
一

近
来
ハ
御
遠
々
敷
、
扱
ハ
古
賀
大
参
事
本
日
第
三
字
頃
よ
り
被
参
候
筈
二
有
之

候
、
御
障
繰
宜
敷
御
さ
侯
ハ
・
、
御
光
駕
被
成
下
間
敷
哉
、
為
御
案
内
如
斯
候

也
、　

　
三
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
八
㎝
困
0
1
3
－
1
6
9
一

　
　
編
者
註

　
　
①
古
賀
大
参
事
は
、
佐
賀
藩
士
の
古
賀
定
雄
（
一
八
二
八
｛
一
八
七
七
）
。
明

　
　
　
治
四
年
五
月
佐
賀
藩
大
参
事
、
同
年
十
一
月
伊
万
里
県
参
事
、
明
治
五
年
五

　
　
　
月
佐
賀
県
参
事
、
同
年
七
月
免
官
。

6
　
　
　
　
　
五
日

一
巻
封
一
「
江
藤
卿
公
　
　
英
世

侍
史
　
　
　
」

本
日
御
用
、
都
合
二
よ
り
直
二
御
引
取
被
遊
候
哉
も
難
斗
旨
、
態
与
御
知
ら
せ

被
下
、
敬
承
、
会
議
ハ
何
れ
与
歎
取
斗
可
申
、
且
又
退
省
後
第
四
字
前
よ
り
も
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参
政
候
様
、
何
れ
も
御
計
申
上
侯
、
幸
島
本
二
も
出
勤
有
之
旨
申
来
候
問
、
左

様
承
知
被
下
度
、
玉
乃
松
本
ヘ
ハ
私
ト
モ
ム
委
細
可
申
通
候
、
急
き
御
請
の

ミ
、
略

　
　
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囲
0
1
3
－
1
7
0
）

　
　
編
者
註

　
　
①
島
本
は
既
出
の
島
本
仲
道
。

　
　
②
玉
乃
は
玉
乃
世
履
（
一
八
二
五
－
一
八
八
六
一
。
明
治
四
年
八
月
司
法
中
判

　
　
　
事
、
同
年
十
一
月
司
法
権
大
判
事
。

　
　
③
松
本
は
司
法
権
大
判
事
の
松
本
暢
（
p
…
一
八
八
九
）
。

7
　
　
　
　
　
六
目

一
巻
封
一
「
江
藤
盟
兄

英
世

　
拝
復
」

拝
呈
、
無
存
懸
結
構
之
御
肴
種
々
一
折
御
取
揃
、
御
恵
没
被
成
下
、
添
次
第
、

重
畳
難
有
、
不
浅
御
檀
申
上
候
、
何
れ
明
日
拝
芝
上
、
萬
可
謝
上
候
、
右
御
請

辻
、
如
此
候
也

　
　
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囮
0
1
3
－
1
7
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

8
　
〔
明
治
三
年
〕

二
十
一
目

一
巻
封
一
「
江
藤
様

英
世
」

国
法
按
議
院
体
裁
、

持
出
被
下
度
候
也

　
　
廿
一
日

9
　
〔
明
治
六
年
〕

尚
御
勘
考
被
下
度
、

二
十
五
目

一
巻
封
一
「
江
藤
参
議
殿侍

史

外
ニ
ヒ
カ
ヘ
モ
無
之
候
故
、
明
日
御

（
一
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
1
7
2
）

楠
田
英
世

」

明
廿
六
日
午
前
第
十
字
頃
よ
り
両
国
邊
川
長
江
、
田
中
不
二
麿
丹
羽
少
丞
等
一

同
遊
二
参
候
間
、
御
透
も
有
御
さ
候
ハ
・
、
御
出
浮
被
下
間
敷
哉
、
為
御
案

内
、
如
斯
候
也
、

　
　
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
一
㎝
囲
0
1
3
－
1
6
7
）

　
　
編
者
註

　
　
①
田
中
不
二
麿
一
一
八
四
五
－
一
九
〇
九
一
は
、
尾
張
藩
士
。
明
治
四
年
十
月

　
　
　
文
部
大
丞
。
岩
倉
使
節
団
理
事
官
と
し
て
欧
米
行
。
明
治
六
年
三
月
帰
国
。

　
　
②
丹
羽
少
丞
は
、
尾
張
藩
士
の
丹
羽
賢
一
一
八
四
六
－
一
八
七
八
一
。
明
治
五

　
　
　
年
八
月
か
ら
司
法
少
丞
。
明
治
八
年
十
一
月
司
法
権
大
丞
。

10

〔
明
治
六
年
四
月
5
＋
月
〕
二
十
五
日

過
剋
御
沙
汰
之
義
、
少
々
無
心
元
存
候
故
、
直
二
省
へ
参
リ
、
樺
山
丹
羽
へ
及

示
談
、
如
何
之
都
合
候
哉
承
及
候
鹿
、
全
ク
間
違
二
而
、
畢
寛
御
察
之
通
、
局

中
海
老
原
其
外
取
調
全
キ
ヲ
望
ミ
、
其
為
メ
都
而
遷
延
二
及
事
故
、
如
何
二
も



6o

此
上
速
二
取
調
差
出
相
成
候
様
申
促
置
候
、
必
明
後
日
ハ
差
出
可
相
成
、
就
而

ハ
今
日
土
方
よ
り
牟
田
口
幸
太
郎
事
都
合
有
之
、
司
法
へ
採
用
致
呉
間
敷
哉
之

旨
申
聞
相
成
、
別
二
差
支
無
之
候
ヘ
ト
モ
、
先
生
二
も
御
存
知
之
通
、
同
人
儀

ハ
少
し
耳
不
聞
二
有
之
、
判
事
ハ
如
何
と
被
存
、
検
事
ノ
方
二
而
も
可
然
哉
、

且
過
旦
局
木
某
ノ
事
被
仰
聞
候
末
二
付
、
尚
思
召
之
程
も
相
伺
度
、
其
上
何
分

ノ
事
も
長
次
官
へ
及
示
談
へ
く
候
間
、
御
高
察
是
仰
キ
候
也
、

　
　
廿
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
世

　
江
参
議
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
囮
0
1
3
－
1
7
4
）

　
　
編
者
註

　
　
①
樺
山
は
、
既
出
の
司
法
大
丞
樺
山
資
綱
。

　
　
②
丹
羽
は
、
司
法
少
丞
丹
羽
賢
一
一
八
四
六
－
一
八
七
八
一
。

　
　
③
海
老
原
は
、
薩
摩
藩
士
海
老
原
（
一
八
三
〇
－
一
九
〇
一
）
の
こ
と
。
明
治

　
　
　
六
年
六
月
、
司
法
省
七
等
出
仕
。
の
ち
「
評
論
新
聞
」
「
中
外
評
論
」
を
発

　
　
　
行
し
、
反
政
府
の
論
陣
を
張
る
。

　
　
④
土
方
は
既
出
の
土
方
久
元
。
当
時
、
太
政
官
正
院
大
内
史
。


